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通知

Trophy Imaging  は Carestream Dental, LLC の商標です。

その他の商標および登録商標はすべてそれぞれの商標権の所有者の財産です。
Current Dental Terminology (CDT) © American Dental Association (ADA). 無断複製禁止：

アメリカ合衆国連邦法では、この装置の販売は歯科医師本人や医師本人による場合または指示による場合
に制限されています。

Trophy Imaging はデジタル画像ソフトウェア で、医療専門家がデジタル画像または Carestream Dental の
デジタル画像を表示、調整、測定、印刷、エクスポート、保管に使用することで、医療、主に歯科分野での画像
診断に役立ちます。

このガイドにある人名およびデータは架空のものであり、実際の個人、イベントまたは状態を表す意図はあ
りません。このガイドにある人名またはデータの実存する人の名前またはイベントまたは状態への類似は、
偶然のものであり、意図されたものではありません。

本ガイドのいかなる部分も Carestream Dental, LLC の明示的な承諾なしに複製できません。

放射線画像がシステム仕様に適合していないディスプレイまたはモニターに表示される場合、診断用途に
意図されたものではありません。

マニュアル名：Trophy Imaging 8 ユーザーガイド

パート番号：SMA23_ja
Edition：04
プリント年月：2018-11
この文書の原文は英語です。

Trophy Imaging バージョン 8 は医用機器に関する指令 93/42/EEC に準拠しています。
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1 このガイドで使用する表記規則

このガイドで使用する表記規則

以下の特別なメッセージは情報を強調するかまたは人員または機器に対するリスクの可能性を示

します：

警告：安全に関する指示に従うことにより、ご自身や他の方が怪我を
しないよう警告します。

重要：問題を引き起こす可能性のある状態に対し注意を喚起します。

注記：重大な情報を強調します。

ヒント：その他の情報およびヒントを提供します。
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重要なユーザー情報

警告： 

 Trophy Imaging は、口腔衛生のゼネラリストとスペシャリスト、歯

科治療助手などの医療専門家が使用するためのものです。

 ソフトウェアが作成した描画および測定は、ご自分の責任のもとで

行ってください。放射線画像は 3 次元被写体の 2 次元画像で、測定に

は誤りがあることがあります。測定は情報を提供するのみであり患

者の正確な位置決めを必要とする操作はお客様ご自身の責任です。

 キャリブレーション済みの画像上にのみ事前に決定された長さの値

で測定および描画を行うことを推奨します。キャリブレーション情

報がない画像上でこのことを行うには、既知の長さの参照用セグメ

ントの使用が必須となります。

 パノラマまたは OPG 画像は本来の性質のため、垂直および水平方向

が拡大し、ひずみが生じます。これらの画像タイプにキャリブレー

ションを実行した場合、キャリブレーションの近傍にのみ適用され

る、おおまかなガイドとしてのみ扱う必要があります。インプラント

シミュレータなど、事前に決定された長さのオブジェクトを挿入す

ることで、おおまかな情報を提供します。

 患者方向情報は口腔内画像、コンピューテッドラジオグラフィ 
(CR) 画像、頭部計測斜位画像またはカラー画像には提供されませ

ん。これらの画像の方向は、ユーザーの操作および患者の位置決め

によります。

 このソフトウェアは診断の補助に過ぎません。一連の治療を決定す

る前に専門的な訓練および判断を適用する必要があります。
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2 概要

Trophy Imaging は Microsoft Windows オペレーティングシステム用に書かれたデジタル イメー

ジング ソフトウェアアプリケーションです。以下を含む、 Carestream の歯科用デジタル イメー

ジング装置と使用することを意図しており、以下が含まれます:

 口腔内システム：デジタルセンサーおよびコンピューテッド ラジオグラフィ (CR)

 口腔外システム：パノラマ、頭部計測、3D

 口腔内デジタルビデオキャプチャデバイス

 口腔内スキャナ

このソフトウェアによって、ヘルスケア専門家が以下のことを行えます：

 患者のデータベースを作成します。

 2D 画像、3D ボリューム、メッシュ・オブジェクト、および Microsoft Office ドキュメントま

で患者ファイルに保管します。

 連絡のみを目的として、3D ボリュームやメッシュ・オブジェクトの基本的なプレビューを

表示します。

 2D 画像を表示、印刷します。

 2D 画像で、コントラストと明るさを調整し、指示測定（距離、長さ、角度）を行います。 ｢画
像を強調して診断を補助する｣を参照してください。

Trophy Imaging は、以下のTrophy Imaging で取得した画像にアクセスできます。

 KDIS 6.x

 DIS 6.x

 TW 5.x

 Trophy Imaging バージョン 7.x および 8.x

過去に取得した画像のすべてが、同じ画像ファイル形式、処理調整、コメント、歯式番号付け、描画、

注釈を保持します。

Trophy Imaging をスタンドアロンのソフトウェアまたは DPMSと一緒に使用できます。

Trophy Imagingをお使いになる前に

 ソフトウェアの基本的な機能に精通してください。

 「患者ブラウザとダッシュボードの概要」

 「画像表示ワークスペースの概要」

 「暗室モードの概要」
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 「患者ブラウザとダッシュボードのワークフロー」

 「取得ツールバーを使用して画像を取得する」

 「画像表示ワークスペースまたは暗室モードでツールバーを使用する」

 「画像で作業する」

 「画像をインポートおよびエクスポートする」

 ソフトウェアの構成：

 「Trophy Imagingの基本設定を設定する」

 「データをバックアップする」

3Dボリュームを表示する

Trophy Imagingで、 Trophy 3D Imaging が作成するボリュームを表示できます。内容の一例：

 全体をスクロールできる軸状スライスビューにおける、1 つまたは複数の 3D ボリュー

ム。

 回転できる 1 つまたは複数の 3D レンダリングビュー、および以下の定義済の方向 :

 抽出したスライス全体をナビゲートできます。

 スナップショット

 偽パノラマ画像

 偽頭部計測画像

Troophy Imagingで、3D ボリュームを表示するには 、Trophy Imagingの患者記録を開きます。3D

ボリュームが、 患者の患者履歴および画像ギャラリーの画像として表示されます。

3Dボリュームの作成に関する情報は、 Trophy3D Imaging ユーザーガイドを参照してください。

矢状

冠状

軸状

透視図

注記：描画と注釈または画像ツールバーは使用できません。また共有ツール
バーでは、ボリュームをインポートおよびエクスポートできます。 ｢共有ツー
ルバーを使用する｣を参照してください。
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3Dメッシュ・オブジェクトを表示する 
メッシュを表示できます。内容の一例：

 3D口腔内スキャナ画像（Trophy 3DI、 3DI Pro Family）

 3Dオブジェクト取得モードからのメッシュデザイン 

 Trophy Model、 Trophy Model+または Trophy Restoreのメッシュデザイン

マウスを使用して、メッシュ・オブジェクトを回転、ズームできます。



6

患者ブラウザとダッシュボードの概要

スタンドアロンモードでTrophy Imagingを立ち上げると患者ブラウザが表示されます。これによ

りすべての患者管理の機能が使用できます。 

Trophy Imaging を DPMSから開く場合は、ダッシュボードが表示されます。それは患者ブラウザ

のようなものですが、以下の機能はありません： I、 J、 K。

A タイトルバー 選択した患者の名前を表示します。

B システムアイコン

これらのアイコンで、 Trophy Imagingのバージョン、基本設定、および 
Trophy Imaging ユーザーガイドにアクセスできます。

注記： 「全般設定」で、ユーザーガイドの言語を選択できます。

C 画像表示ワークス
ペース アイコン

クリックすると画像表示ワークスペースが開きます。｢画像表示ワークスペー
スを使用する｣を参照してください。

D 患者カード

選択した患者の情報を表示します。

注記： 通常 Trophy Imagingを DPMSから開いている場合は、 Trophy Imaging
をスタンドアロンモードで空けると、この情報を編集できます。 ｢スタンドア
ロンモードで患者データを操作する｣を参照してください。

E 画像管理ツール インポート/エクスポートおよび印刷ボタンが含まれています。

F 患者履歴
選択した患者に関する取得画像および他のオブジェクトのサムネイルを表示し
ます。｢患者履歴の画像や他のオブジェクトを表示する｣を参照してください。

G 画像取得 ツール
バー

含まれているボタンをクリックすると、取得装置にアクセスできます。これら
のツールは患者ブラウザ、ダッシュボード、画像表示ワークスペースおよび暗
室モードで表示されます。 ｢取得ツールバーを使用して画像を取得する｣を参
照してください。

H 患者履歴 ツール
患者履歴 画像の表示とソートオプション、そして歯列弓フィルタを表示/非表
示にするためのフィルタボタンが含まれます。｢歯列弓フィルタを使用する｣を
参照してください。

I 患者リスト

使用可能な患者のリストを表示します。 ｢患者履歴の画像や他のオブジェクト
を表示する｣を参照してください。

注記： ダッシュボードではご使用いただけません。

J 患者検索

患者リストを検索できます。 ｢患者リストで患者を選択します｣を参照してく
ださい。

注記： ダッシュボードではご使用いただけません。

K 患者管理ツール
患者の作成と変更の機能が含まれます。 

注記： ダッシュボードではご使用いただけません。
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画像表示ワークスペースの概要

画像表示ワークスペースは、画像を取得、表示、分析するためのツールを提供します。

A タイトルバー 選択した患者の名前を表示します。

B システムアイコン

これらのアイコンで、 Trophy Imagingバージョン、基本設定、 
Trophy Imaging ユーザーガイドにアクセスできます。

注記： 「全般設定」で、ユーザーガイドの言語を選択できます。

C ナビゲーションアイコン
アイコンで、画像表示ワークスペース画面オプション、患者ブラウザ、 
ダッシュボードおよび暗室モードにアクセスできます。

D コントロールパネル
イメージング処理、ヒストグラムおよび歯列弓ツールが含まれていま
す。 ｢コントロールパネルを使用する｣を参照してください。

E 画像ウィンドウ

画像が個別のウィンドウに表示されます。マウスポインタをウィンド
ウの境界部に移動して、選択した画像ウィンドウのサイズを変更する
ことができます。 

マウスポインタがダブル矢印に変化したとき、ウィンドウの境界部を
クリックアンドドラッグしてサイズを変更します。 ｢画像を整列する｣
を参照してください。

F 画像取得 ツールバー
含まれているボタンをクリックすると、取得機器にアクセスできます。 
｢取得ツールバーを使用して画像を取得する｣を参照してください。

G 画像ギャラリー アイコン
クリックすると、選択した患者に関する取得画像およびオブジェクト
のサムネイルを表示します。 ｢画像ギャラリーを使用する｣を参照して
ください。

H ドロップダウンツール
バー

ツールバーセレクターで選択したボタンに応じて、ツールバーが表示
されます。 

注記： いくつかのアイコンの右下隅にある白色の三角形は、使用可能な
アイコングループがあることを意味します。 ｢アイコングループを使用
する｣を参照してください。

I ツールバー セレクター
ボタン間をトグルすると、描画と注釈、画像と共有ツールバーを表示し
ます。 ｢画像表示ワークスペースまたは暗室モードでツールバーを使用
する｣を参照してください。



8

暗室モードの概要

このモードの詳細は、 「暗室モードを使用する」を参照してください

A 画像取得 ツールバー
ボタンを含みます。クリックすると、取得装置にアクセスできます。 ｢取
得ツールバーを使用して画像を取得する｣を参照してください。

B ナビゲーションアイコン
アイコンで、暗室モードの画面オプション、および画像表示ワークス
ペースにアクセスできます。

C コントロールパネル
イメージング処理、ヒストグラムおよび歯列弓ツールが含まれていま
す。 ｢コントロールパネルを使用する｣を参照してください。

D 画像のタイトルバー
取得日時、画像を行き来するトグルボタン、および画像情報ウィンドウ
にアクセスしたり、画像の変更を保存したりするアイコンが含まれてい
ます。 ｢画像のタイトルバーの概要｣を参照してください。

E 画像ギャラリー のアイ
コン

クリックすると、選択した患者に関する取得画像およびオブジェクトの
サムネイルを表示します。 ｢画像ギャラリーを使用する｣を参照してく
ださい。

F ドロップダウンツール
バー

ツールバーセレクター（G）で選択したボタンに応じて、ツールバーが表
示されます。

注記： いくつかのアイコンの右下隅にある白色の三角形は、使用可能な
アイコングループがあることを意味します。 ｢アイコングループを使用
する｣を参照してください。

G ツールバー セレクター
ボタン間をトグルすると、描画と注釈、画像と共有ツールバーを表示し
ます。 ｢画像表示ワークスペースまたは暗室モードでツールバーを使用
する｣を参照してください。
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取得ツールバーを使用して画像を取得する

画像取得ツールバーには、コンピュータにインストールされた取得ソフトウェアを開くためのア

イコンが含まれています。 

場合によっては、関連するアイコンがアイコングループに分類されていることがあります。アイコ

ンが同じキーボードのショートカットを共有している場合、アイコングループの最後に選択した

アイコンが、共有のキーボードショートカットでアクティブになります。たとえば、 F2 はどのアイ

コンがアイコングループで最後に使用されたかによって、 RVGを取得または取得 RVG FMS のい

ずれかをアクティブにします。 ｢アイコングループのキーボードショートカット｣を参照してくだ

さい。

* これらのキーボードショートカットは、現在アイコングループで選択されているアイコンに適用

されます。

RVG 画像の取得(F2)* TWAIN ソースから画像の取得(F7)*

RVG FMSの取得 (F2)* TWAINソースを選択 (F7)*

パノラマ画像の取得 (F3) 3D 画像の取得 (F8)

新しい頭部計測画像の取得(F4) ３Dオブジェクトスキャンの取得

口腔内カメラ画像の取得 (F5) 3D VL 画像の取得

CR 画像の取得(F6)* CR FMS の取得(F6)*

Face Scan 画像の取得

警告：画像を取得する前に、正しい患者を選択していることを確認します。

重要：Trophy Imagingからは、装置の取得設定を管理できません。この装置の
使用については、ユーザーガイドを参照してください。

ヒント：マウスポインターをアイコンの上に持ってくると、ツールヒントが表
示されます。
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アイコングループを使用する

アイコングループは、関連した機能を持ったアイコンのグループです。通常、前回使用されたアイ

コンが1つだけ、アイコングループを意味する白い三角形をクリックしてグループを展開するま

で、ツールバーに表示されます。

アイコングループを展開してその機能のうちの1つを選択するには、以下のステップに従います、

以下のステップに従います：

1 ツールバーで、アイコンの右下隅にある白い三角形をクリックします。 

ツールバーの横にアイコングループが展開され、グループのすべてのツールが表示されます。

2 使用したいアイコン上でクリックします。 

選択したアイコンは、現在の Trophy Imagingのアイコングループのアイコンの代表になります。

アイコングループのキーボードショートカット

キーボードショートカットが使用できる場合は、1つのキーボードショートカットが同じアイコン

グループのアイコンすべてに適用されます。

たとえば、画像取得ツールバーで、  と  の両方がキーボードショートカットを使用し

ます F2。

キー 操作の説明

+ フル画面の暗室モードで、クリックして画像にズームインします。

- フル画面の暗室モードで、 クリックすると画像がズームアウトします。

F1 クリックするとオンラインヘルプが起動します。

F2 患者ブラウザで、クリックするとRVG 取得が起動します。 

F3 患者ブラウザで、クリックするとパノラマ 取得が起動します。

F4 患者ブラウザで、クリックすると頭部計測の取得が起動します。

ALT+F4
クリックすると現在のウィンドウを閉じます。 

患者ブラウザまたはイメージングウィンドウを開いている場合は、この操作で 
Trophy Imagingを閉じます。



Trophy Imaging ユーザーガイド (SMA23_ja) - Ed04  11

F5 クリックすると口腔内の取得が起動します。

F6 クリックするとCRの取得が起動します。

F7 クリックするとTWAIN の取得が起動します。

F8 クリックすると３D の取得が起動します。

ESC クリックするとメニューを閉じます。

CTRL クリックすると、リストで選択した1つのアイテムに追加するアイテムを選択します。

CTRL+A クリックすると、画像表示ワークスペースの画像をすべて選択します。

CTRL+D
クリックすると、自動整列を画像表示ワークスペースの画像に適用します。

注記： この操作は、暗室モードで使用できません。

CTRL+C クリックすると、選択した画像または FMS テンプレートをWindowsダッシュボード
にコピーします。

CTRL+O
クリックすると、画像ギャラリーが開きます。 

注記： この操作は、暗室モードで使用できません。

CTRL + S クリックすると、選択した画像または FMS テンプレートを保存します。

CTRL+V クリックすると、コピーした画像または FMS テンプレートを、画像表示ワークス
ペース以外の別のアプリケーションにペーストします。

CTRL+Z クリックすると、最後の操作を元に戻します。

キー 操作の説明
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3 患者ブラウザとダッシュボードを使用
する 

患者ブラウザとダッシュボードのワークフロー 

1

コンピュータのデスクトップで、ソフトウェアのショート
カットアイコンをダブルクリックします。 

患者ブラウザが表示されます。スタンドアロンモードで 
Trophy Imaging を使用している状態です。

また、Windowsのスタートメニューからソフトウェアを開く
こともできます。｢DPMS を使用できない場合に Trophy 
Imaging を使用する｣を参照してください。

2
クリックして、 Trophy Imaging の基本設定を行いま
す。｢Trophy Imagingの基本設定を設定する｣を参照してく
ださい。

3
患者検索ボックスを使用して、 患者リストで患者を見つけま
す。このオプションは、スタンドアロンモードでソフトウェ
アを使用する場合にのみ適用されます。｢患者リストで患者
を選択します｣を参照してください。

4

クリックして患者カードを作成または編集します。 

参照：

 「患者カードを作成する」
 「患者カードを修正する」
これらのオプションは、スタンドアロンモードでソフトウェ
アを使用する場合にのみ適用できます。 

5
クリックすると、新しいオブジェクト (接続されている画像
取得装置に従って、画像、3D ボリュームなど) を画像取得し
ます。｢取得ツールバーを使用して画像を取得する｣を参照し
てください。

6

患者履歴の画像のサムネイルをレビューします。｢患者履歴の
画像や他のオブジェクトを表示する｣を参照してください。

サムネイルをダブルクリックすると画像表示ワークスペー
スに画像を開くことができます。 

7
クリックするとオブジェクトがインポートまたはエクス
ポートされます。｢画像をインポートおよびエクスポートす
る｣を参照してください。

8
クリックすると、画像表示ワークスペースが開きます。 

また、画像サムネイルまたは患者名をダブルクリックして、
画像表示ワークスペースを開くこともできます。
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アイコンは、患者ブラウザとダッシュボードにあります 
場合によっては、関連するアイコンがアイコングループに分類されていることがあります。｢アイ

コングループを使用する｣を参照してください。

患者ブラウザ と ダッシュボードで、以下を行うことができます：

システムアイコン 

クリックすると、 Trophy Imagingに関する情報が表示され
ます。

クリックして、 Trophy Imaging の基本設定を行います。
｢Trophy Imagingの基本設定を設定する｣を参照してくださ
い。

クリックすると、 Trophy Imagingユーザーガイドが開きます。

注記： 「全般設定」で、ユーザーガイドの言語を選択できます。

画像取得 アイコン 
クリックすると画像を取得します。表示されるアイコンは、使用中の
画像取得装置によって決まります。

｢取得ツールバーを使用して画像を取得する｣を参照してください。

開く 画像表示ワークスペース ア
イコンを

クリックすると、画像表示ワークスペースが開き、患者履歴
で選択した画像を表示します。

｢画像表示ワークスペースの概要｣を参照してください。

患者カード アイコン 

注記： これらのアイコンはダッ
シュボードでは使用できません。

クリックすると、患者カードを作成します。｢患者カードを
作成する｣を参照してください。

クリックすると、患者カードを修正します。｢患者カードを
修正する｣を参照してください。

エクスポートアイコングループ 

小さい白い三角形をクリックす
ると、アイコングループが展開し
ます。 

クリックすると、選択した画像を別の場所に保存します。｢
フォルダまたは E-Mail へ画像をエクスポートする｣を参照
してください。

クリックすると、画像を1つまたは複数の E-Mail アドレス
に送信します。｢フォルダまたは E-Mail へ画像をエクス
ポートする｣を参照してください。

クリックすると選択した画像を Trophy Connectに送信し
ます。

注記： このアイコンは、 Trophy Connect がインストールさ
れている場合にのみ使用できます。

クリックすると選択した画像を印刷します。｢画像をプリン
トする｣を参照してください。

クリックすると選択した画像をDICOMDIRフォルダにエクス
ポートします。｢DICOMDIR にエクスポート｣を参照してくだ
さい。

インポートアイコングループ 

小さい白い三角形をクリックす
ると、アイコングループが展開し
ます。

クリックすると画像をフォルダからインポートします。｢画
像をインポートする｣を参照してください。

クリックすると画像をDICOMDIRフォルダからインポート
します。｢DICOM 画像をインポートする｣を参照してくださ
い。
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患者ブラウザとダッシュボードでオーバレイが使用できます

以下の画像を表示できます:

DPMS を使用できない場合に Trophy Imaging を使用する

歯科患者管理システム（DPMS）が Trophy Imagingを起動できない場合、あるいはDPMSがインストー

ルされていないコンピュータの場合でも、既存の患者の画像にアクセスでき、患者の新しい画像を

取得できます。 

Trophy Imaging を DPMSから開く場合は、ダッシュボードが表示されます。スタンドアロンモード

で Trophy Imaging を 開くと、患者ブラウザが表示されます。患者ブラウザ はダッシュボード同じ

ですが、患者リストにアクセスが可能で、使用できる患者、患者リストフィルタ、別の患者管理機能

を表示できます。

患者リストで、患者をクリックすると、患者のデータベース内にある患者の画像にアクセスして画

像を取得できます。

通常の Trophy Imaging の機能をすべて終わらせることができ、新たに取得した画像は患者ファイ

ルディレクトリに保存されます。

DPMSを使用できない場合あるいはDPMSがインストールされていないコンピュータの場合に

Trophy Imaging を開くには、 以下のいずれかを実行します：

 コンピュータ画面で  をクリックします。 

 スタート メニューから選択します：

 はセファロトレースを持つセファロ画像を示し
ます。

画像の左側隅に  が見える場合は、3D オブジェ
クトです。

上部左側隅の  は歯式番号です。(注記:複数の
歯がある場合はデフォルトで最初の歯のみが表示され
ます)。 

上部左側隅の  記号は 3D MAR 再構成を意味しま

す。

重要：患者リスト は、DPMSを使用して Trophy Imaging Version 8でこれま
でに開いた患者のみを表示します。Version 8でDPMSを使用して患者を開
いたことがない場合は、患者はリストに表示されません。
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1すべてのプログラムで、Carestreamフォルダまでスクロールします。 

2クリックしてCarestream フォルダを開き、次にTrophy Imaging フォルダ内のTrophy
Imaging をクリックします。

Trophy Imaging がスタンドアロンモードで開き、患者ブラウザが表示されます。
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スタンドアロンモードで患者データを操作する 
Trophy Imaging は、Carestream Dentalやその他のDPMSと共に使用します。 さらに、スタンドアロン

モードで Trophy Imaging 使用し、 Trophy Imaging の患者を監視し続けることができます患者リス

ト。

スタンドアロンモードで Trophy Imaging を 開始する場合は、患者ブラウザが表示されます。含ま

れるもの：

 データベースの患者リスト。

 患者記録を作成し作業するツール。

 患者の画像をインポートするツール。

 患者履歴で、選択した画像を画像表示ワークスペースで見ることができます。

患者カードを作成する

スタンドアロンモードで Trophy Imaging を使用している場合は、すでに患者記録を含んでいる

DPMSの代わりに、患者の画像を取得する前に、患者カードを作成する必要があります。

患者カードを作成するには、以下のステップに従います：

1 スタンドアロンモードで Trophy Imaging を開きます。

｢DPMS を使用できない場合に Trophy Imaging を使用する｣を参照してください。

患者ブラウザが表示されます。

2 患者ブラウザで、 をクリックします。 

患者カードウィンドウが表示されます。

3 患者カードウィンドウに患者情報を入力します。

4 データの入力が完了したら、OKをクリックします。 

患者カードウィンドウが閉じ、患者リストに新規患者が表示されます。

ピクチャを患者カードに追加する

ピクチャを患者カードに追加するには、以下のステップに従います:

1 スタンドアロンモードで Trophy Imaging を開きます。

｢DPMS を使用できない場合に Trophy Imaging を使用する｣を参照してください。

重要：安全対策として、画像表示ワークスペースでは一度に1人の患者の
画像を表示および修正のみできます。

注記：名および姓のフィールドは必須です。他のすべてのフィールドは任
意です。陰影付きのフィールドは、 Trophy Imaging が完了したものであり、
編集することはできません。
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患者ブラウザが表示されます。

2 患者リストで患者を選択し、 をクリックします。

3 患者カードウィンドウで、フルバージョンに切り替えをクリックします。 

患者カードウィンドウが展開し、追加フィールドが表示されます。

4 展開された患者カードウィンドウの最上部にスクロールし、ピクチャの変更をクリックします。 

患者の写真の選択ウィンドウが表示されます。

5 患者の写真の選択ウィンドウを使用して、使いたいピクチャファイルの場所をブラウズし、ク
リックしてそれを選択します。

選択したファイル名がファイル名フィールドに追加されます。

6 開くをクリックします。 

選択したピクチャファイルが患者カードに追加されます。

7 変更を保存をクリックして、患者カードウィンドウを閉じます。

患者リストを並べ替える

患者リストより上の患者ブラウザで、以下を行うことができます：

 家族名

 名

 識別子

 社会保障番号

選択したフィルタは、フィルタがクリアになるまで、あるいはソフトウェアを閉じるまで適用しま

す。さらに、リストの特定患者の検索もできます。｢患者リストで患者を選択します｣を参照してく

ださい。

患者リスト の並べ替え方法を変更するには、以下のステップに従います：

1 スタンドアロンモードで Trophy Imaging を開きます。

｢DPMS を使用できない場合に Trophy Imaging を使用する｣を参照してください。

患者ブラウザが表示されます。

2 次のいずれかを実行します：

 並び順を昇順から降順に変更するには、ソートフィルタ横の小さい三角形をクリックし

ます。

注記：デフォルトのファイルのタイプは BMP ですが、他のファイル形式も
使用できます。ファイル名フィールドの横にあるファイルタイプのドロッ
プダウンリストをクリックして、別のファイルタイプを選択します。
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 異なる並べ替えフィルタを選択する場合は、現在のフィルタを右クリックし、別のフィル

タをクリックして選択します。

患者リストで患者を選択します

患者を検索するには、次のステップに従います。

1 スタンドアロンモードで Trophy Imaging を開きます。

｢DPMS を使用できない場合に Trophy Imaging を使用する｣を参照してください。

患者ブラウザが表示されます。

2 患者検索ボックスをクリックします。

3 テキスト入力を使用して、名フィールド、 姓フィールド、SSN (社会保障番号) フィールド、およ

び患者識別子フィールドで検索します。 

患者リストは、タイプすると更新されます。 

一致が見つかると、患者が患者リストに表示されます。

患者カードを削除する

患者カードを削除するには、以下のステップに従います：

1 スタンドアロンモードで Trophy Imaging を開きます。

｢DPMS を使用できない場合に Trophy Imaging を使用する｣を参照してください。

患者ブラウザ が表示されます。

2 患者ブラウザで、 患者リストで削除したい患者を選択して、  をクリックします。 

患者カードウィンドウが表示されます。

3 患者カードウィンドウで、ウィンドウ上部のフルバージョンに切り替えをクリックします。 

患者カードウィンドウが展開し、追加フィールドが表示されます。

4 展開された患者カードウィンドウの最上部で、この患者の削除をクリックします。 

重要：患者カード がいったん削除されてしまうと、このデータは取得でき
なくなります。 
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警告のウィンドウが開きます。

5 選択した患者カードを削除したいことを確認するには、削除をクリックします。 

選択した患者および関連するすべての画像が削除されます。 

患者カードを表示する

患者カードを見るには、以下のステップに従います：

1 スタンドアロンモードで Trophy Imaging を開きます。

｢DPMS を使用できない場合に Trophy Imaging を使用する｣を参照してください。

患者ブラウザが表示されます。

2 患者ブラウザで、患者リストの患者を選択します。

3 患者カードで拡張をクリックします。 

患者の情報に関する完全なリストが表示されます。

4 患者カードを見終わったら、たたむをクリックすると、患者カード情報が最小限になります。

患者カードを修正する 

患者カードを修正するには、以下のステップに従います：

1 スタンドアロンモードで Trophy Imaging を開きます。

｢DPMS を使用できない場合に Trophy Imaging を使用する｣を参照してください。

患者ブラウザが表示されます。

2 患者ブラウザで、患者リストの患者を選択します。

3  をクリックします。 

患者カードウィンドウが開きます。

4 患者カードに必要な変更を行います。

5 変更を終了した場合、以下のうちの1つを実行します。

 キャンセルをクリックして、変更を保存せずに患者カードを閉じます。

 OK をクリックして変更を保存し、患者カードを閉じます。

歯列弓フィルタを使用する

歯列弓フィルタを使用して、以下の基準に応じて患者履歴に表示される画像をフィルタします。

 歯式番号

注記：オプションの が表示されない場合は、患者カードおよび画像を削除
可能の設定が「サービス設定」で非アクティブになっています。
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 画像取得モダリティ（口腔内、パノラマ、カメラ等）

歯列弓フィルタ には以下の機能が含まれます：

前提条件： 

 患者ブラウザスタンドアロンモードで、患者リストの患者を選択します。選択した患者の

画像サムネイルがすべて患者履歴に表示されます。

歯列弓フィルタを使用するには、以下のステップに従います：

1 患者履歴ツールで、フィルタをクリックします。 

歯列弓フィルタ が患者履歴の上に表示されます。

2 歯列弓フィルタ,で、歯列アイコン (B) をクリックし、永久歯 (大人) または乳歯 (子供) を選

択します。 

歯列弓フィルタ （A）は永久歯/乳歯の歯式番号配列に変化します。

3 以下のいずれかを実行します：

 歯列弓フィルタ（A）で、1 つまたは複数の淡い灰色の歯をクリックし、歯式番号を選択しま

す。患者履歴には、選択した歯式番号のサムネイルが表示されます。

A 歯列弓フィルタ

一つまたは複数の歯番号によるフィルタは、以下を使用します：

 淡い灰色の歯：画像が使用可能 
 濃い灰色の歯：画像が使用不可能 
 青い項目：現時点でアクティブなフィルタ要素

B 歯列アイコン 成人の歯と脱落歯の切り替え。

C モダリティフィルタ 
現在の患者に関して使用可能な画像取得モダリティごとのフィルタ。 

例えば、頭部計測画像のみが使用可能な場合、この領域には頭部計測のみが
表示されます。

注記：歯列弓フィルタを閉じても、フィルタ選択はアクティブのままです。

重要：歯列弓フィルタと日付けフィルタを同時に使用することはできませ
ん。
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関連する歯式番号は「イメージングの設定」で選択された歯式番号システムにより決定さ

れます。

画像付きの歯式番号を希望の数だけ選択することができます。

 モダリティフィルタ（C）で、１つまたは複数のモダリティタイプをクリックします（たとえ

ば、パノラマ）。患者履歴は自動的に表示をリフレッシュして、選択したモダリティのみを

表示します。

 フィルタをリセットするには、モダリティフィルタ （C）ですべてをクリックします。

 選択した歯をクリックしして、関連する画像を非選択状態にします。選択した歯は選択し

ない歯  よりも明るく見えます。

 歯列弓フィルタを非表示にするには、フィルタをクリックします。

画像を選択する 
患者ブラウザまたはダッシュボードで：

 1つの画像を選択するには、患者履歴で画像をクリックします。

 複数の画像を選択するには、患者履歴で、画像エントリを複数クリックします。選択する画

像はすべて、画像表示ワークスペースで開きます。

 1つの画像を選択するには、で強調表示した画像エントリをクリックします患者履歴。画像

は画像表示ワークスペースから外されて患者履歴で非選択状態になります。 

画像表示ワークスペースで画像を表示する

画像を表示するには、以下のステップに従います：

1 次のいずれかを実行します：

 患者ブラウザでスタンドアロンモードで作業する場合は、患者をクリックすると、患者履

歴に関連する画像を表示します。

 DPMSから、患者カードを Trophy Imagingで開けます。

2 患者履歴で、画像エントリをダブルクリックします。 

画像が画像表示ワークスペースに表示されます。

警告：画像のレビューでは、次の取得された画像では患者の方向が表示され
ていないことを考慮します。

 口腔内画像（RVG、カメラ、CR）
 頭部計測斜め画像

 CR 頭部計測およびパノラマ画像

ヒント：患者履歴で複数の画像を、見たい画像をそれぞれクリックして選

択し、次に をクリックします。
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患者履歴の画像や他のオブジェクトを表示する

患者履歴は、選択した患者の画像や他のファイルのサムネイルを表示します。

患者履歴では、以下の方法で画像を表示することができます：

ビュー 例

A  サムネイル

B  ディテール

注記： リストの表示では、コメントをクリックすると、サムネイル画像に短い
メモを追加できます。｢コメントを画像に追加する｣を参照してください。

C プレビュー

ヒント：プレビューパネルでは、3Dボリュームとメッシュオブジェクトを回
転させることもできます。

D  カローセル

.
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E 日付

患者履歴を日付順に並び替えます。 

患者履歴にいくつかの画像がある場合、画像サムネイルは日付け順に表示
されます。

F タイプ 患者履歴をモダリティ順に並び替えます。 

G フィルタ

歯列弓フィルタを表示させて、歯式番号/歯列/モダリティによって患者履
歴フィルタします。 

｢歯列弓フィルタを使用する｣を参照してください。

注記：

 選択したビューのアイコンは青色で表示されます。たとえば  です。

 サムネイル、ディテール、プレビュー のビューで、画像が以下の条件の場合、ア

イコンがサムネイルの下隅に表示されます：

インプラント（3D、2D画像）

トレース（頭部計測2D画像）
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コメントを画像に追加する 
コメントを画像に追加するには、以下のステップに従います:

1 患者履歴ツールバーで、  をクリックしてディテールビューを選択します。 

既存のコメントが画像サムネイルの横に表示されます。

2 画像サムネイルをクリックして選択します。 

サムネイルの周りに青い枠が表示されます。

3 選択したサムネイルで、コメントをクリックします（A）。 

小さいテキストエディタのフィールドが表示されます。

4 必要に応じて、テキストフィールドにコメントを入力、編集します。

5 テキストフィールドをクリックして、コメントを保存します。

注記：患者履歴で、コメントの最初の 3 行のみを表示できます。テキスト
の全てを見るには、コメントの項をクリックするか、画像の上にマウスポ
インターをかざしてツールヒントでテキストの全てを表示させます。
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画像や他のオブジェクトを別の患者に再び割り当てる

画像を取得し、それが間違った患者に割り当てられたとわかっても、容易に画像や他のオブジェク

トを別の患者記録に再び割り当てることができます。

右クリックメニューを使用してオブジェクトを、患者Aから患者Bに移動するには、以下のステップ

に従います：

1 患者Aの患者履歴で、クリックして患者Bに再割り当てしたい1つまたは複数のオブジェクトを
選択します。

2 画像を右クリックして、ショートカットメニューから別の患者に割り当てを選択します。 

割り当て先ウィンドウが表示され、使用可能な患者のリストが表示されます。 

3 あて先の患者 の下のテキストボックスでリストをフィルタするには、患者名の最初の文字を

タイプすると、リストは自動的に更新されます。

4 患者Bを選択して割り当てをクリックします。

選択したオブジェクトが患者 Bに移動します。

オブジェクトを患者Aから患者Bにドラッグ アンド ドロップで移動するには、以下のステップに従

います：

1 スタンドアロンモードで Trophy Imaging を開きます。

｢DPMS を使用できない場合に Trophy Imaging を使用する｣を参照してください。

患者ブラウザが表示されます。

2 患者Aの患者履歴で、クリックして患者Bに再割り当てしたい1つまたは複数のオブジェクトを

選択し、選択したオブジェクトを患者リストの患者Bまでドラッグします。 

オブジェクトをドラッグすると、マウスポインターが  に変わりオブジェクトを移動して

いることを示します。

割り当て先ウィンドウが表示され、使用可能な患者のリストに選択したあて先を強調表示し

ます。 

3 割り当てをクリックして、移動を確定します。

選択したオブジェクトが患者 Bに移動します。

重要：Trophy ImagingをDPMSと共に使用している場合は、これまでにDPMS
を使用して Trophy Imaging Version 8で開けたことがある患者にのみ画像を
再割り当てできます。Version 8でDPMSを使用して患者を開いたことがない
場合は、患者はリストに表示されません。
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画像を削除する 
患者ブラウザまたはダッシュボードの患者データベースから画像を削除するには、次の手順に

従ってください。

1 患者履歴で、削除したい画像をクリックします。

2 画像を右クリックして、削除を選択します。 

削除ウインドウが表示され、選択した画像を削除するかどうか確認を促します。削除しようと

している画像はすべて、赤で強調表示されます。

3 このまま続ける場合は、削除をクリックします。

注記：右クリックメニューに削除が表示されない場合は、患者カードおよ
び画像を削除可能のオプションが「サービス設定」で非アクティブになっ
ています。

重要：選択した画像は画像データベースから永久に除去されます。
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4 画像表示ワークスペースを使用する

画像のタイトルバーの概要

画像表示ワークスペースで、画像のタイトルバーには、以下の情報とコントロールが含まれてい

ます。

画像を編集するために画像表示ワークスペースで選択すると、タイトルバーが青で表示されます。

画像が選択されていないと、タイトルバーは黒で表示されます。

画面のオプションを使用する

画像表示ワークスペースで、  をクリックすると、以下の画面オプションにアクセスできます。

A クリックすると、画像 情報のウィンドウが表示されます。｢画像情報ウィンドウを表示します。｣を
参照してください。

B クリックすると、画像の変更を保存します。 ｢画像表示ワークスペースまたは暗室モードで画像を
保存する｣を参照してください。

C 歯式番号 [必要に応じて] および画像取得日。

D

クリックすると、以下の画像設定を元の取得状態にリセットします： 

 コントロールパネルの明るさ、コントラスト、ガンマの調整。｢2D画像の明るさ、コントラスト、
ガンマを調整する｣を参照してください。

 以下の画像ツールバーの機能： 
負
カラー #1 
カラー #2

｢画像をリセットする｣を参照してください。

E クリックして画像を閉じます。

オプション 説明

ワークスペースをクリア クリックすると、画像のワークスペースをクリアします。

自動整列
クリックすると自動整列がアクティブになります。

｢自動整列を使用する｣を参照してください。

図を表示 クリックすると、  描画と注釈ツールバーを使用して、追加した画像の
描画を表示/非表示にします。 ｢描画と注釈ツールバーを使用する｣を参照
してください。

情報を表示
クリックすると、患者および取得情報を、画像のオーバーレイとして表示/非
表示します。｢システムが作り出す画像のオーバーレイ｣を参照してくだ
さい。
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画像を整列する 
画像表示ワークスペースで、以下のようにして画像を整理できます：

 手動で画像のサイズを変更してコンピュータ画面のどの場所にもドラッグできます。 

 Trophy Imagingで、コンピュータ画面上に画像を整理できます。 

自動整列を使用する 

自動整列を使用するメリット：

 利用可能な画像表示ワークスペースの使用を最大限に高める。

 画像サイズをオーバーラップなしで、可能な限り最大表示に調整する。

 最も役立つ方法で表示を整列する。 

たとえば、1つのパノラマ画像および4つのRVG画像がある場合、パノラマ画像はその上に

表示される4つのRVG画像がある画像表示ワークスペースの下部全体に使用可能な水平

方向スペースを全て使用します。

画像表示ワークスペースの自動整列をアクティブにするには、次のいずれかを行います：

 画面オプションアイコン（ ）をクリックして自動整列を選択します。｢画面のオプ

ションを使用する｣を参照してください。

 画像表示ワークスペースを右クリックして、自動整列を選択します。

矢印のアイコンが赤  から青  に代わります。

測定の表示
クリックして画像の測定を表示/非表示にします。 

｢測定を使用して、距離と角度を計算する｣を参照してください。

分析をロード
クリックして既存の分析をロードします。

｢分析を開く｣を参照してください。

分析を保存

クリックして、ワークスペースのレイアウトを新しい分析として保存する
か、現在使用中の分析の変更を保存します。 

｢分析を使用する｣を参照してください。

新規画像テンプレート
クリックして画像テンプレートを作成します。

｢事前定義された FMS テンプレートを使用する｣を参照してください。

オプション 説明

注記：
 自動整列を選択すると、すべての画像は、画像の移動の有無にかかわらず、画

像表示ワークスペースで自動的に再編成され、サイズが変更されます。

 たった1つの画像を少しだけ動かしても、 自動整列は非アクティブになります。
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自動整列をオフにするには、以下のいずれかを実行します：

 画像表示ワークスペースで、手動で画像を移動またはサイズ変更します。

 画面オプションアイコン（ ）をクリックして自動整列を非選択にします。オプション

の隣にある矢印アイコンは、青  から赤  に変わります。

手動で画像を整列する

画像を手動でワークスペースの任意の場所に移動、またはその他の画像の上部、アプリケーション

のその他の部分、またはアプリケーションの外に浮動します（アプリケーションが最小化されてい

る、または１つより多くのコンピュータモニタがある場合）。

一旦画像表示ワークスペースで1つまたは複数の画像を開くと、手動でワークスペースを整理およ

び整列できます。

このアクションを行うには... 以下のことを行います...

画像表示ワークスペースの画
像を移動させるには...

画像のタイトルバーをクリックアンドドラッグして、画像全体をワー
クスペースの新しい位置に動かします。

ヒント：次の場合にアプリケーション外に画像をドラッグできます： 

 コンピュータが全画面表示になっていない。 
 複数のモニターを使用している。 
ワークスペースの外側で画像を操作している場合、ドラッグアンドド
ロップしてワークスペースへ戻らせることができます。あるいは、マ
ウスでアプリケーション画面をただ動かすことでワークスペースに
画像を「取り戻す」ことができます。

ヒント：ワークスペースに画像すべてを戻す最速の方法は、自動整列
をアクティブにすることです。

画像表示ワークスペースの画
像を選択または非選択する
には...

次のいずれかを実行します：

 画像をクリックします。タイトルバーおよび画像周辺のフレーム
が青色で強調表示されていると、選択されています。

 複数の画像を選択するには、Ctrl キーを押したまま選択したい画像
をクリックします。すべての選択した画像が青色のタイトルバー
およびフレームで表示されます。

 すべての画像を選択するには、Ctrl+A を押します。すべての画像が
選択されると、青色のタイトルバーおよびフレームで表示されます

 すべての画像を非選択にするには、画像の外側の 画像表示ワーク
スペース上のどこでもクリックします。すべての画像が非選択に
なります。

画像表示ワークスペースの画
像のサイズを変更するには...

画像の境界上をクリックアンドドラッグします。画像のサイズが
変更されると、画像の高さおよび幅の比率は一定のままに保たれ
ます。

画像表示ワークスペースの画
像を閉じるには...

次のいずれかを実行します：

 画面オプションアイコン（ ）をクリックして ワークスペース
をクリアを選択します。すべての画像は画像表示ワークスペース
からクリアになります。｢画面のオプションを使用する｣を参照
してください。

 画像表示ワークスペースを右クリックして ワークスペースをクリ
アを選択します。
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分析を使用する

画像表示ワークスペースで、 分析は、以下を含むワークスペースの構成を保管できます：

 ワークスペースに表示される画像（FMSテンプレートを含みます）。

 画像のサイズと位置（自動整列をアクティブにしていない限り）。

 1 つまたは複数の個々の画像に適用した任意のフィルタ。

 画像に添付された任意の測定、描画または注釈。

Trophy Imagingに複数の分析を保管できますが、一度に1つの分析のみを使用できます。

デフォルトのワークスペース分析を使用する

毎回患者の画像表示ワークスペースを終了するたびに、デフォルトの分析は、ワークスペースのレ

イアウトを反映するように自動的に更新されます。ソフトウェアを終了したり再開したりした後

でも、患者のワークスペースに戻る場合は、デフォルトの分析が、前回ワークスペースを終了した

時の状態に、ワークスペースのレイアウトを表示します。 

デフォルトの分析を使用するには、 「基本設定の保存」のデフォルトの分析を自動的に開くオプ

ションをアクティブにする必要があります。

分析を作成する 

分析を作成すると、画像表示ワークスペースの現在の状態が保存されます。

分析を作成するには、以下のステップに従います：

1 画像表示ワークスペースで、  をクリックします。

2 画面オプションドロップダウンリストから分析を保存を選択します。 

分析ウィンドウが表示されます。

3 作成をクリックします。

4 タイトルフィールドに分析の名前を入力して、必要があればコメントフィールドにコメント
を追加します。

5 保存をクリックしてから閉じるをクリックすると、分析ウィンドウが閉じます。

分析を編集する 

分析を編集するには、以下のステップに従います：

1 画像表示ワークスペースで、  をクリックします。

2 画面オプションドロップダウンリストから分析をロードを選択します。 

分析ウィンドウが表示されます。

注記：自動整列がアクティブになっていると、画像のサイズと位置は、分
析を開けた時に自動整列によってコントロールされます。｢自動整列を使用
する｣を参照してください。
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3 編集したい分析を選択して編集をクリックします。

4 必要に応じて、タイトルとコメントを編集します。

5 保存をクリックしてから閉じるをクリックすると、分析ウィンドウが閉じます。

分析を開く 

分析を開くと、画像表示ワークスペースを前回保存した状態にリセットしています。

分析を開くには、以下のステップに従います：

1 画像表示ワークスペースで、  をクリックします。

2 画面オプションドロップダウンリストから分析をロードを選択します。 

分析ウィンドウが表示されます。

3 分析を選択し、開くをクリックします。 

画像表示ワークスペースが選択した分析を表示します。

分析を削除する

分析を削除するには、以下のステップに従います：

1 画像表示ワークスペースで、  をクリックします。

2 画面オプションドロップダウンリストから分析をロードを選択します。 

分析ウィンドウが表示されます。

3 削除したい分析を選択します。 

選択した分析が青色で強調表示されます。

4 削除をクリックします 

メッセージに削除を確認するプロンプトが表示されます。

5 OK をクリックして確認します。

6 閉じるをクリックして分析ウィンドウを閉じます。

注記：デフォルトの分析を編集することはできません。編集をクリックして
も何も起こらない場合、デフォルトの分析ではなく作成した分析を選択して
いることを確認してください。

ヒント：保存しておきたい変更を画像表示ワークスペースに保存してから、 
分析を開くようにしてください。現在のセットアップを新しい分析として保
存することもできます。
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5 暗室モードを使用する

暗室モードで画像は、コンピュータの全画面表示に拡大され、診断目的または患者に説明を提供す

る場合のどちらでも、1枚の画像の拡大表示に焦点を当てたい時に役に立ちます。

画像を暗室モードで表示するには 画像表示ワークスペースで1つまたは複数の画像を選択して、

以下のうち1つを行います：

 選択した画像をダブルクリックします。

 選択した画像を右クリックして、 暗室を選択します。

  をクリックします。

複数の画像を選択すると、暗室モードで、以下のうちの１つの方法で、全体をトグルできます：

 暗室タイトルバーの上の矢印を使用します。｢画像のタイトルバーの概要｣を参照してく

ださい。

 コンピュータのキーボードにある右矢印と左矢印を使用します。

暗室モードで使用するツール

暗室モードで以下のツールを使用できます：

 「コントロールパネルを使用する」

 「事前定義された解剖学的モードのフィルタを使用する画像」

 「Trophy Adapt Library お気に入りを使用する画像」

 「ローカライゼーションツールを使ってズームイン/アウトする」

 「Altキーを用いて画像の特性を調整する」

 「画像のタイトルバーの概要」

 「画像表示ワークスペースまたは暗室モードでツールバーを使用する」

 「画面のオプションを使用する」

 「画像ギャラリーを使用する」

 「取得ツールバーを使用して画像を取得する」
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画像のタイトルバーの概要 
暗室モードで、画像の下側にタイトルバーが表示され、以下の情報と機能を提供します。

ローカライゼーションツールを使ってズームイン/アウトする

コントロールパネルのローカライゼーションツールは表示されている画像のズームレベルを変更

してズームされている画像の周囲をパンできます。

コントロールパネルに関する詳細は、 「コントロールパネルを使用する」を参照してください。

暗室モードで画像をズームイン/ズームアウトするには、以下のステップに従います：

1 画像表示ワークスペースまたは画像ギャラリーから、暗室モードで画像を開きます。

2  をクリックすると、コントロールパネルが開きます。

A

キャリブレーション/トリミングステータス： 

：画像はキャリブレーションされています。 

：画像はキャリブレーションされていません。 

：画像はトリムされています。 ｢画像をトリミングする｣を参照してください。

B  をクリックすると、現在の画像より前の画像をトグルします。前の画像がない場合は、機能し
ません。

C 歯式番号（口腔内画像に適用できる場合）

D 画像取得日時

E  をクリックすると画像情報のウィンドウを表示します。 ｢画像情報ウィンドウを表示します。
｣を参照してください。

F  をクリックして、画像の変更を保存します。 ｢画像表示ワークスペースまたは暗室モードで画
像を保存する｣を参照してください。

G  をクリックすると、現在の画像より後の画像をトグルします。後の画像がない場合は、機能し
ません。

H 画像の取得に使用される装置。 

ヒント：画像のどこでもクリックして、マウスホイールでズームイン/ズー
ムアウトできます。
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3  （A）をクリックすると、ローカライゼーションツールを表示します。

ローカライゼーションツールの機能は次の通りです。

画面のオプションを使用する 

暗室モードで、  をクリックすると以下の画像のオプションにアクセスできます。

暗室モードを終了する

暗室モードを終了して画像表示ワークスペースに戻るには、以下のうち1つを行います：

 Escapeを押します。

 表示された画像を右クリックして、 終了暗室を選択します。

  をクリックします。

A  をクリックすると、ローカライゼーションツールを表示します。

B ズームの選択で表示される画像を示す部分をプレビューします。

C プレビュー部分の拡大率の変更にスライダーを使用します。スライダーを動かすと、選択す
る拡大率に応じてプレビューは縮小または拡大します。

D  をクリックすると、画像がプレビュー部分で全画面表示にリセットされます（B）。

E 暗室画面の画像の表示は、プレビューで示される部分を反映します。マウスボタンをプレ
ビュー部分にドラッグすると、ワークスペースに表示されるので、画像の周囲をパンします。

オプション 説明

図を表示  描画と注釈ツールバーを用いて、画像に追加したオブジェクトの表示
をトグルオン/オフできるように選択します。 ｢描画と注釈ツールバーを使
用する｣を参照してください。

情報を表示
画像の患者および取得情報をトグルオン/オフできるように選択します。
｢システムが作り出す画像のオーバーレイ｣を参照してください。

測定の表示
測定リストをトグルオン/オフできるように選択します。 ｢画像表示ワーク
スペースまたは暗室モードで測定リストを使用する｣を参照してください。
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6 画像で作業する

デジタル X 線画像の分析はTrophy Imagingの中核的な機能です。

画像表示ワークスペースまたは暗室モードでツールバーを使用する

画像表示ワークスペースおよび暗室モードでは、画像、描画と注釈、共有ツールバーの間をトグル

できます。

A ツールバー セレク
ター

ボタン間をトグルすると、描画と注釈、画像と共有ツールバーを表示します。

これらのツールバーについては、以下を参照してください：

 「描画と注釈ツールバーを使用する」
 「画像ツールバーを使用する」
 「共有ツールバーを使用する」

B ドロップダウンツー
ルバー

画像ツールバーセレクター（A）で選択したボタンに応じて、ドロップダウン
ツールバーが表示されます。

注記： いくつかのアイコンの右下隅にある白色の三角形は、使用可能なアイ
コングループがあることを意味します。｢アイコングループを使用する｣を
参照してください。

警告：画像を見る際に、以下について考慮してください：

 患者方向が頭部計測斜位画像または口腔内外のカラー画像に表示されてい

ない。

 画像を取得する場合、正しい患者を選択していることを確認します。
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描画と注釈ツールバーを使用する 

描画と注釈ツールバー（ ）には選択した画像に適用できる機能のアイコンがあります。キー

ボードのショートカットは、丸かっこ "( )"で表示されています。 

場合によっては、関連するアイコンがアイコングループに分類されています。｢アイコングループ

を使用する｣を参照してください。

アイコンの選択 
このツールを用いて、変更したい描画あるいは測定を選択します。
マウスを1回クリックして変更したいオブジェクトを選択し、さら
にもう1回クリックしてコントロールポイントを表示します。 

描画アイコングループ

注記： 白い三角形はア
イコングループを示
します。

直線アイコン

｢直線を描く｣を参照してください。

マルチセグメントラインアイコン 

｢マルチポイントライン（ポリライン）を描きます｣を参照してくだ
さい。

フリーハンドラインアイコン 

｢フリーハンドで描く｣を参照してください。

スプライン描画アイコン 

｢スプラインカーブを描く｣を参照してください。

円アイコン 

｢円を描く｣を参照してください。

楕円アイコン 

｢楕円を描く｣を参照してください。

塗りつぶした楕円アイコン 

｢楕円を描く｣を参照してください。

矩形アイコン 

｢矩形を描く｣を参照してください。

塗りつぶした矩形アイコン 

｢矩形を描く｣を参照してください。

ランドマーク ポイントアイコン 

｢ランドマークポイントを追加する｣を参照してください。

矢印 ラインアイコン 

｢矢印を描画する｣を参照してください。

警告：

 画像の測定はすべて参考のためのものです。測定と配置タスクを行うのはお客
様ご自身の責任です。

 正確な測定を行うには、既知の長さの参照用オブジェクトを使用して、画像を
キャリブレーションする必要があります。

 パノラマ画像に関しては、キャリブレーションと測定が信頼できるのは、既知

ヒント：マウスポインターをアイコンの上に持ってくると、ツールヒント
が表示されます。
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測定アイコングループ 

注記： 白い三角形はア
イコングループを示
します。

｢測定を行う｣を参照
してください。

直線測定アイコン 

マルチセグメントライン アイコン

角度の測定アイコン 

直交測定アイコン

テキストアイコン ｢テキストの注釈を画像に追加する｣を参照してください。

インプラントアイコ
ングループ

注記： 白い三角形はア
イコングループを示
します。

下顎管アイコン 

｢下顎管を描画する｣を参照してください。

インプラントアイコン 

｢インプラントを追加する｣を参照してください。

キャリブレーション
アイコン ｢測定を使用して、距離と角度を計算する｣を参照してください。

元に戻すアイコン ｢元に戻す/やり直し機能を使用する｣を参照してください。 (Ctrl+Z)

やり直しアイコン
｢元に戻す/やり直し機能を使用する｣を参照してください。 
(Ctrl+Shift+Z)

削除アイコン 選択した画像、注釈または測定を削除します。

色や厚さアイコン ｢オブジェクトのカラーと線の太さを変える｣を参照してください。
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画像ツールバーを使用する 

画像ツールバー（ ）は、画像の表示を変更するのに使用できる機能を提供します。キーボード

のショートカットは、丸かっこ "( )"で表示されています。 

場合によっては、関連するアイコンがアイコングループに分類されています。｢アイコングループ

を使用する｣を参照してください。

ズームアイコン ｢ズームツールを使用する｣を参照してください。 (Ctrl+Alt+8)

強調表示アイコン ｢強調表示ツールを使用する｣を参照してください。

回転アイコングループ

注記： 白い三角形はア
イコングループを示
します。

90°回転アイコン

クリックすると時計回りに 90°回転します。

フリップアイコン

クリックすると180°回転（フリップ）します。

ミラーアイコン
ミラーアイコン

クリックすると、垂直軸に沿って画像の左右を反転します。これは裏返
しの表示に相当します。画像は口の内側から見ているように見えます。

カラーアイコング
ループ

注記： 白い三角形はア
イコングループを示
します。

｢カラーツールを使用
する｣を参照してくだ
さい。

カラー#1 アイコン 

クリックすると、グレーが別の色に変わります。

カラー#2 アイコン 

クリックすると、グレーがセピア色に変わります。

グレースケールアイコン 

クリックすると、色がグレーに変わります。

密度アイコングループ

注記： 白い三角形はア
イコングループを示
します。

画像をトリミングアイコン 

クリックして、トリミング パネルにアクセスします。トリミング操作は
永久ではなく、いつでも元に戻すことができます。｢画像をトリミング
する｣を参照してください。

等濃度ドットアイコン 

クリックすると同じ骨密度のピクセルにカラーを適用します。 ｢等密
度ツールを使用する｣を参照してください。

密度分析アイコン 

クリックすると骨密度を分析します。｢密度分析ツールを使用する｣を
参照してください。

ヒント：マウスポインターをアイコンの上に持ってくると、ツールヒント
が表示されます。
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フィルタアイコング
ループ 

注記： 白い三角形はア
イコングループを示
します。

レリーフ フィルタアイコン 

選択すると画像の形状の輪郭を強化します。

疑似3D アイコン 

クリックするとグレーのレベルを高さの値に変換します。｢疑似 3D を
使用する｣を参照してください。

Logiconアイコン

RVG 画像で、クリックすると、 隣接歯間カリエスを検出するLogicon 
カリエス ディテクタ にアクセスできます。

注記： このツールは、Logicon カリエス ディテクタ ソフトウエアがイ
ンストールされている場合のみ使用できます。

ネガティブアイコン
クリックすると、逆ビデオ効果を画像に適用します。｢ネガティブ画像
を使用する｣を参照してください。

コスメティックモ
ジュールアイコン

クリックするとコスメティック処置をカラー画像に加えます。

注記： このツールは、コスメティックイメージングモジュール ソフト
ウエアがインストールされている場合のみ使用できます。

頭部計測トレースア
イコン

クリックすると、自動頭部計測トレースツールにアクセスします。 ｢頭
部計測自動トレースを使用する｣を参照してください。

注記： このツールは、トレースモジュール ソフトウエアがインストー
ルされている場合のみ使用できます。
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共有ツールバーを使用する 

共有ツールバー（ ）は、画像に適用可能な機能を提供します。 キーボードのショートカットは、

丸かっこ "( )"で表示されています。 

場合によっては、関連するアイコンがアイコングループに分類されています。｢アイコングループ

を使用する｣を参照してください。

スライドショーアイコン
クリックすると、フルスクリーンのスライドショーで画像を表示しま
す。 ｢スライドショーでモード画像を表示する｣を参照してください。

印刷アイコングループ 

注記： 白い三角形はア
イコングループを示し
ます。

｢画像をプリントする｣
を参照してください。

印刷アイコン(Ctrl+P) 

クリックすると画像を印刷します。 

スナップショットを印刷アイコン 

クリックすると、画像表示ワークスペースのすべての画像のスナッ
プショットを印刷します。 

E-mail で送信アイコン
クリックすると、画像を1つ以上のE-Mail アドレスに送信します。 

｢ドラッグアンドドロップを使用して画像をエクスポートする｣を参
照してください。

エクスポートアイコン
グループ

注記： 白い三角形はア
イコングループを示し
ます。

名前を付けて保存アイコン 

クリックすると、画像をコンピューター上の別の場所に保存します。
｢画像表示ワークスペースまたは暗室モードで画像を保存する｣を参
照してください。

Trophy Connect アイコンに送信 

クリックすると画像をTrophy Connectに送信します。

DICOMDIR にエクスポート アイコン 

クリックすると画像をDICOMDIRフォルダにエクスポートします。

インポートアイコング
ループ

注記： 白い三角形はア
イコングループを示し
ます。

フォルダーからインポートアイコン 

クリックすると画像をフォルダからインポートします。

DICOMDIR からインポートアイコン 

クリックすると画像をDICOMDIRフォルダからインポートします。

ヒント：マウスポインターをアイコンの上に持ってくると、ツールヒント
が表示されます。
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スライドショーでモード画像を表示する

画像表示ワークスペースまたは暗室モードの画像を選択すると、 スライドショーモードで見るこ

とができます。

スライドショーモードを使用するには、以下のステップに従います：

1 画像表示ワークスペースで、スライドショーで見たい画像を選択します。 

暗室モードの場合は、すでにスライドショーモードで、見たい画像のコレクションがあるた

め、引き続き次のステップに進みます。

2 ツールバーで、 を選択します。

スライドショーモードが開き、コンピュータ画面に広がります。ギャラリーで、選択した2D像、

3Dボリューム、メッシュオブジェクトを見ることができます。

3 必要な場合は、スライド間隔を設定します。

4  をクリックするとスライドショーを開始します。

A 患者名 画像が属する患者の名前を表示します。

B ギャラリ
スライドショーモードで表示されるよう選択した画像のサムネイ
ルを表示します。

C スライド間隔

スライドショーの時間間隔を秒単位で設定できます。 

このオプションはデフォルトでアクティブに設定されています。ス
ライド間隔を無効にするには、ボックスを選択解除します。

D 再生ボタン

 をクリックするとスライドショーを開始します。 

注記： ボタンをクリックしてスライドショーが開始したら、一時停
止ボタンに変わります。

E スライドショーのナビゲー
ションボタン

これらのボタンで、スライドショーのスライド間を行き来します。

F 終了ボタン
 をクリックすると、スライドショー モードを終了して、画像表示

ワークスペース または暗室モードで画像を選択した場所まで戻り
ます。
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5 スライドショーのナビゲーションボタンで、スライドショーを前後に動かします。

6 スライドショーモードを閉じて画像を選択した場所まで戻るには、画像表示ワークスペースま

たは暗室モードで をクリックします。

画像ギャラリーを使用する

画像ギャラリーは、画像表示ワークスペースまたは暗室モードからアクセスします。

画像ギャラリーでできること：

 画像を画像表示ワークスペースまたは 暗室モードで開きます。

 ファイル、E-Mail、または DICOMDIR にエクスポートします。｢画像をエクスポートする｣を

参照してください。

 Trophy Connectに送信します。 

 画像を印刷します。｢画像をプリントする｣を参照してください。

 画像を削除します。｢画像を削除する｣を参照してください。

 画像を別の患者に再び割り当てます。 ｢画像や他のオブジェクトを別の患者に再び割り当

てる｣を参照してください。

 CTRL+V を使用して画像をコンピュータのクリップボードにコピーすると、別のアプリ

ケーションにある文書に貼り付けることができます。

デフォルトでは、画像ギャラリーは画像表示ワークスペースの下部または暗室モードで表示され

ません。表示するには  をクリックします。

A 一時停止ボタン

クリックすると スライドショーを一時停止します。 

注記： 停止（F）ボタンをクリックすると、このボタンは再生 ア
イコン（ ）に変わります。

B 最初のスライドボタン クリックすると最初の画面に戻ります。

C 前へボタン クリックすると前の画面に戻ります。

D 次へのボタン クリックすると次の画面に戻ります。

E 最後のボタン クリックすると最後の画面へ進みます。

F 停止ボタン クリックすると スライドショーを停止します。

注記：サムネイル、ディテール、プレビュー のビューで、画像が以下の条
件に適合する場合、アイコンがサムネイルの下隅に表示されます：
 インプラント（3D、2D画像）

 トレース（頭部計測2D画像）
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3D インプラントビュー

インプラントと上顎の 3D ビューを使用して患者とより効率的に通信します

インプラントコントロールを移動しながら 3D でインプラント描画と神経管をレビューします。

画像表示ワークスペースまたは暗室モードで画像を保存する

画像を保存するには、以下のステップに従います：

1 保存したい画像を選択して、以下の処理の１つを実行します： 

 画像タイトルバーの  （画像表示ワークスペース）または  （暗室モード）をクリック

します。 

 画像を右クリックして、保存を選択します。 

 CTRL+Sを押します。

画像を保存ウインドウが、保存された画像のプレビューとともに表示されます。 

重要：
 ネットワーク上で画像を保存する場合、データベースサーバー上に使用可能な

空きが十分あることを確実にする必要があります。

 ネットワークを使用できない場合は、画像を保存できません。 

注記：複数の画像を一度に保存するには、CTRL + をクリックしてそれぞれの
画像を選択し、次に CTRL+Sを押します。
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2 画像を保存ウインドウで、画像の構成に関する詳細を入力します。 

3 保存 をクリックします。

コメント

このフィールドにコメントを入力します。（オプション）

注記：後でこれらのコメントを編集するには、以下のいずれかを実行
します：

 画像の場合は、 をクリックすると画像を保存ウインドウが再び表示
されます。

 患者履歴のコメントを編集します。｢コメントを画像に追加する｣を参照
してください。

歯 

（口腔内画像のみ）

歯列弓で、画像で表示される1本またはそれ以上の歯を選択します。画像の歯
式番号は、この歯槽弓で青色の歯で表示されています。 

実際の歯式番号は歯槽弓の下に表示されます。 

 をクリックすると、表示を乳歯（子供） に変更します。 

 をクリックすると、表示を永久歯（成人） に変更します。

咬翼の選択

（口腔内画像のみ）

選択すると、咬翼として画像を定義します。 

このオプションを選択すると、以下の咬翼位置のオプションがアクティブに
なります。

咬翼ではない場合 クリックすると、画像は咬翼でないことを指定します。

LM 咬翼位置：左側の臼歯

RM 咬翼位置：右側の臼歯

RMP 咬翼位置：右側の臼歯と小臼歯

LMP 咬翼位置：左側の臼歯と小臼歯

LP 咬翼位置：左側の小臼歯

RP 咬翼位置：右側の小臼歯

照射データ（放射線ロ
グのアクティブ化が
必要です。｢放射線ロ
グ設定｣を参照してく
ださい。）

必要に応じて、放射線ログの照射データを入力してください。口腔外の画像
（CBCTから）の値は通常、ソフトウェアによって自動的に入力され、ユーザー
がそれを変更することはできません。口腔内の画像（RVGまたはCRから）の値
は、手動で入力する必要があります。

ジェネレータ
ドロップダウン・リストから、画像取得に用いるシステ
ムを選択します。

Kv 取得画像の KV 設定。

mA 取得画像の mA 設定。

mS 取得画像の照射時間(ミリ秒)

mGy.cm2 取得画像の計算線量。

注記：
 元の未修正の画像は常に回復することができます。｢画像をリセットする｣を参

照してください。

 画像表示ワークスペースの画像の整列を、注釈とともに分析として保存するこ
とができます。｢分析を使用する｣を参照してください。
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画像を削除する

患者データベースから画像を削除するには、次の手順に従ってください：

1 画像表示ワークスペースまたは 暗室モードで、画像を右クリックします。

2 ショートカットメニューで、削除を選択します。 

削除ウインドウが表示され、選択した画像を削除するかどうか確認を促します。選択した画像

が赤色に強調表示されます。

3 削除ウィンドウで、削除をクリックします。選択した画像が画像データベースから永久に除去
されます。

システムが作り出す画像のオーバーレイ 
画面のオプションメニューで、オーバーレイを表示/非表示にできます。イメージングの設定がど

のようにTrophy Imaging用に構成されているかどうかによって、以下のシステムが作り出す画像

のオーバーレイ画像を表示することができます。

ヒント：画像表示ワークスペースでは、Ctrl + クリックを用いて複数の画像
を選択し、次に選択した画像を右クリックします。

注記：ショートカットメニューに削除が表示されない場合は、 患者カードお
よび画像を削除可能 の設定が「サービス設定」でアクティブになっていま

ヒント：画像ギャラリーで、１つまたは複数の画像を選択できます。選択し
た画像を右クリックして、削除をクリックします。
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画像オプションメニューの詳細については、以下を参照してください：

 「画面のオプションを使用する」

線量インジケータについて理解する

線量インジケータが関連するX線画像下部に表示されます。

A

フィルタインジケータ 

一定の条件下では、変更された画像には、左上隅にシンボルが表示されます。

表示されるシンボルは、画像に適用されていた画像処理のタイプによって異なります。

Fi （すべての画像）：グループ/ファミリで配置された定義済み明るさ/コントラスト フィルタの

セットが適用されています。詳細については以下をご覧ください：
「ヒストグラムを使用する」

「Trophy Adapt Library お気に入りを使用する画像」

「事前定義された解剖学的モードのフィルタを使用する画像」

頭部計測画像のみ:

Fi1: 頭部計測最適化フィルタが適用されています。 

Fi2: 頭部計測骨密度フィルタが適用されています。 

Fi3: 頭部計測エッジフィルタが適用されています。 

｢画像処理ツールを使用する｣を参照してください。

B

キャリブレーションまたはトリミングステータス： 

：画像はキャリブレーションされています。 

：画像はキャリブレーションされていません。｢測定を使用して、距離と角度を計算する｣を参照
してください。

：画像はトリムされています。｢画像をトリミングする｣を参照してください。

C

線量インジケータ 

線量計の情報が使用」可能な場合、このインジケータは、得られたばかりでまだ保存されていないX
線画像の取得のみで表示されます。 

新しい画像が保存されると、線量インジケータは画像オーバレイに表示されなくなります。X線画

像では、 画像情報ウィンドウに線量の情報が表示されます。｢画像情報ウィンドウを表示します。｣

を参照してください。

注記： 「イメージングの設定」でこの機能をアクティブまたは非アクティブにします。

D
機器ブランドのロゴ（該当する場合）

このオーバーレイを表示/非表示にするには、「イメージングの設定」を参照してください

インジケータ  説明

赤および低
帯の左側に赤を示す線量インジケータは、画像照射量が不足していることを
示します。 

そのような画像を改善するには、照射時間または mA 値を増加してX線量を
増加します。

赤および高 帯の右側に赤を示す線量インジケータは、画像照射量が過剰であることを示
します。 

画像を補正するには、照射時間または mA 値を減少してX線量を減少します。

緑および中間
緑色を示す線量インジケータは、画像が正しく照射されたことを示します。
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オーバーレイに画像情報を表示する 
画像表示ワークスペースまたは暗室モードで、画像のオーバーレイを表示/非表示できます。

基本情報のオーバーレイを表示するには、 画像表示ワークスペース または 暗室 モードで、 

をクリックすると、 画面のオプションメニューが表示されるので、 情報を表示を選択します。 

以下のオーバーレイは、すべての画像に表示されます。

画像を強調して診断を補助する 
Trophy Imagingは数多くの機能で診断を補助します。

例えば、画像のコントラストを調整し、組織の種類や診断したい領域を強調表示できます。あるい

は、通常のグレースケール画像では見ることが困難な問題を検索する場合にカラーを使用するこ

とができます。

A 患者情報

B 画像取得情報（画像タイプにより変わります）

重要：本項では、画像レンダリングを選択およびカスタマイズできるツー
ルについて説明します。変更が診療に適切であることを確認してください。 
このソフトウェアは診断の補助に過ぎません。治療コースを決める前に正
しい判断をすることは、最終的にお客様に委ねられています。

警告：画像をレビューする場合は、「患者の方向」について次のことに注
意します。

 頭部計測斜め画像とカラー画像には表示されません。
 口腔内画像の歯式番号で示されます (RVG、カメラ、CR)。
 CR パノラマ画像と頭部計測画像の場合はチェックし、必要に応じて修正する

必要があります。
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強調画像について、以下のワークフローをお薦めします。

Altキーを用いて画像の特性を調整する

Altキーを押し下げながら、画像表示ワークスペース または暗室モードで画像をクリックアンドド

ラッグすると、以下のように明るさとコントラストを調整できます。

コントロールパネルを使用する

画像表示ワークスペースの下右隅で、または暗室モードで、  アイコンを用いてコントロール

パネルにアクセスできます。

1

画像表示ワークスペースで、作業したい１つまたは複数の画像を表示します。

 「画像表示ワークスペースで画像を表示する」
 「取得ツールバーを使用して画像を取得する」
 「画像を整列する」
 「FMS を使用する」

2

すぐに調整をするか、基本的なフィルタを使用します。使用可能なフィルタは、画像モダリティに
よって決まります。

 「画像処理ツールを使用する」
 「2D画像の明るさ、コントラスト、ガンマを調整する」
 「画像表示ワークスペースまたは暗室モードでツールバーを使用する」

3
測定および注釈を追加します。

 「描画、測定および注釈」
 「頭部計測自動トレースを使用する」

画像ウィンドウでクリックアンドドラグすると、マウスポインターは

に変わります。 

A Alt キーを押しながら、水平にクリックアンドドラッグして、明るさを調
整します（左は増大、右は減少）。

B Alt キーを押しながら、垂直にクリックアンドドラッグして、コントラス
トを調整します（上は増大、下は減少）。
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パネルには次のタブが含まれています。

画像処理ツールを使用する

コントロールパネルで使用可能な、画像処理ツールは、 X線またはカラー、そして画像生成に使用

される取得機器などの、選択した画像のタイプによって異なるコントロールを表示します。

本項では、X線画像について、次の画像処理のばらつきについて説明します：

 事前定義された解剖学的モードのフィルタを使用する画像 

 Trophy Adapt Library お気に入りを使用する画像

カラー画像については、「カラー画像を処理する」を参照してください

画像処理ツールを表示するには、以下のステップに従います：

1 画像表示ワークスペースの画像または暗室モードをクリックします。

2 ワークスペースの下右隅または暗室をクリックすると、  コントロールパネルが開きます。

3  をクリックすると、画像処理タブを表示します。

4 表示されるフィルタは、画像のタイプによって異なります。

フィルタツールバーは、選択した画像に対応する一連のフィルタアイコンを表示します：

 「事前定義された解剖学的モードのフィルタを使用する画像」

 「Trophy Adapt Library お気に入りを使用する画像」

5 一部の口腔内および頭部計測口腔外の画像では、シャープネスフィルタを応用できます。 

A
画像処理 

｢画像処理ツールを使用する｣を参照してください。

B
ヒストグラム 

｢ヒストグラムを使用する｣を参照してください。

C

このタブで使用できるツールは、以下の条件によります：

 画像表示ワークスペースで、  アイコンを使用すると、歯列弓 インジケータにアクセスできま
す。｢画像表示ワークスペースの歯列弓インジケータを使用する｣を参照してください。

 暗室モードで、  アイコンを使用すると、ローカライゼーションツールにアクセスできま
す。｢ローカライゼーションツールを使ってズームイン/アウトする｣を参照してください。

注記：
 マウスポインターをフィルタアイコンの上に持ってくると、ツールヒントに

その名称が表示されます。
 カラー（カメラ）画像、TWAIN取得、あるいはTrophy以外のインポートされ

た画像については使用できるフィルタはありません。
 系統的に画像を調整する必要がある場合は、「画像処理の設定」でデフォルト

設定の変更を考慮してください。
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2D画像の明るさ、コントラスト、ガンマを調整する

以下の方法で、2D画像の明るさ、コントラスト、ガンマを調整できます：

 画像処理タブで、 次のスライダコントロールを使用できます。

 ヒストグラムタブの伝達関数を使用します。｢ヒストグラムで伝達関数を使用する｣を参

照してください。

 Alt キーを使用します。｢Altキーを用いて画像の特性を調整する｣を参照してください。

3D ビュー画面で不透明度設定を変更する

モデルをマッチさせた患者ボリュームの透明度を変更するために、モデルアライメントの調整

ウィンドウの右側下部ペインで、スライスアジャスターをクリックアンドドラッグします。 

患者ボリュームの不透明度設定が 3D ビュー画面に動的に表示されます。

明るさ

明るさは画像の白いピクセルの数を調整し、伝達関数をヒストグラム
の右上のエッジに沿ってまっすぐに伸ばします。 

明るさを変えるには、明るさのスライダをクリックして右にドラッグ
すると明るさが増し、左にドラッグすると明るさが減ります。

コントラスト

コントラスト 白いピクセルの数を調整し、伝達関数を、ヒストグラム
の右上のエッジと左下のエッジに沿ってまっすぐに伸ばします。 

コントラストを変えるには、コントラストのスライダをクリックして
右にドラッグするとコントラストが増し、左にドラッグするとコント
ラストが減ります。

ガンマ

ガンマは伝達関数曲線の形を調整します。ガンマを上げると、画像が
暗くなり、ガンマを下げると画像が明るくなります。 

ガンマを変えるには、ガンマのスライダをクリックして右にドラッグ
するとガンマが増し、左にドラッグするとガンマが減ります。

ヒント： モデルアライメントの調整ウィンドウで、3D ビュー画面はデフォルトで 50% に設定

されます。この設定はモデルと患者ボリュームの相対位置をよりよくハイライト表示するよ

うに変更できます。
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カラー画像を処理する

カラー画像を調整するには、コントロールパネルの画像処理タブ（ ）にあるスライダを使用でき

ます。画像処理タブには以下のスライダが入っています。

シャープネスフィルタを使用する

関連するX線画像を選択すると、コントロールパネルのフィルタツールバーがシャープネスフィル

タを表示します。このフィルタで、口腔内およびパノラマ画像、頭部計測の口腔外の画像の画像コ

ントラストを増やすことができます。このフィルタは外側管または小さなひびなど、視覚化しにく

い詳細を強調します。

シャープネスフィルタを使用するには、画像処理ツール（ ）の  をクリックします。 

分析をチェックするには、シャープネスフィルタをオフにして、たとえば、強調表示ツールのよう

な別のコントラストツールを試して、結果を確認してください。｢強調表示ツールを使用する｣を参

照してください。

事前定義された解剖学的モードのフィルタを使用する画像 

関連するX線画像を選択する場合、コントロールパネルのフィルタツールバーは、特定領域を強化

できるフィルタモードを提供します。

以下のフィルタモードを使用して全体の画像コントラストを管理します。

明るさ

明るさは画像の白いピクセルの数を調整し、 伝達関数をヒストグラムの右上の
エッジに沿ってまっすぐに伸ばします。｢ヒストグラムを使用する｣を参照して
ください。

スライダコントロールを右にドラッグして明るさを増減します。

コントラスト

コントラスト 黒と白のピクセルの数を同時に調整し、伝達 関数を、ヒストグラ
ムの右上のエッジと左下のエッジに沿ってまっすぐに伸ばします。 

スライダコントロールをドラッグしてコントラストを増減します。

色相
色相は画像の色相を調整します。 

スライダコントロールをドラッグして色相を増減します。

飽和度

彩度 はカラー画像に加えられた白色の量を調整します。加える白色が多いほど
カラーの彩度が低くなります。 

スライダコントロールをドラッグして彩度を増減します。

シャープネス
シャープネスは、画像に表示されるディテールの量を調整します。 

スライダコントロールをドラッグしてシャープネスを変えます。

エンボス
エンボスは、隣接したピクセル間のコントラストに基づいて画像レリーフを調
整します。

スライダコントロールをドラッグしてエンボス効果を調整します。

RVG

ペリオモード
このフィルタを使用すると、歯周組織の表示を最適化し、放射線透過性の組
織に含まれる情報を検索します。歯周領域のみが効果的に表示されると、デ
ジタル画像は一般により白くなります。

エンドモード
このフィルタを使用すると、グレースケール全域のコントラスト値を最適
化して根管および歯根部のコントラストを増強します。同時に画像全体の
コントラストが良くなります。 
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Trophy Adapt Library お気に入りを使用する画像

Trophy Adapt Libraryフィルタをサポートする機器で取得する画像を表示させると、コントロール

パネルの画像処理タブが以下を表示します：

 関連するTrophy Adapt Libraryフィルタのボタン。

  Trophy Adapt Libraryソフトウェアにアクセスするためのボタンです。 

Trophy Adapt Libraryソフトウェアでは次のことができます：

 カスタムフィルタの作成。

 コントロールパネルで使用可能なフィルタを選択する。

 既定の画像取得フィルタを定義する。 

カスタマイズに使用可能な Trophy Adapt Library フィルタが数多くあります。詳細は、 Trophy

Adapt Library ソフトウェのTrophy Adapt Libraryオンラインヘルプを参照してください。

DEJモード

このフィルタは放射線不透過性組織内のコントラストを著しく強調し、そ
れによってクラウン、エナメル象牙質境、および歯根部のグレースケール値
を最適化します。このフィルタを使用すると、カリエスや患部の表示が鮮明
になります。

パノラマ

リニアコントラ
ストモード

これを使用すると、画像処理フィルタをアクティブにせずに画像を表示し
ます。

最適化コントラ
ストモード

このフィルタはコントラストを最適化して画像のディテールを鮮明にする
ために使用します。 

このモードを使用すると、Fi の記号が画像の隅に表示されます。｢システ

ムが作り出す画像のオーバーレイ｣を参照してください。

強力なコントラ
ストモード

このフィルタを使用すると、画像のエッジのシャープネスを増やします。

このモードを使用すると、Fi の記号が画像の隅に表示されます。

頭部計測

リニアコントラ
ストモード

これを使用すると、画像処理フィルタをアクティブにせずに画像を表示し
ます。

最適化コントラ
ストモード

このフィルタはコントラストを最適化して画像のディテールを鮮明にする
ために使用します。 

このモードを使用すると、Fi1の記号が画像の隅に表示されます。｢システ

ムが作り出す画像のオーバーレイ｣を参照してください。

骨密度コントラ
ストモード

このフィルタを使用すると、骨密度の分析で最適化されたコントラストを
表示します。 

このモードを使用すると、Fi2 の記号が画像の隅に表示されます。

エッジコントラ
ストモード

このフィルタを使用すると、エッジを識別するために最適なコントラスト
を表示します。 

このモードを使用すると、Fi3 の記号が画像の隅に表示されます。
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ヒストグラムを使用する

コントロールパネルのヒストグラムタブを使用すると、次のX線デジタル画像を加えることができ

ます（カラー画像ではありません）：

 画像にピクセルグレイスケールのグラフィカルプロットを示します。

 画像の明るさ、コントラストとガンマを調整します。

 伝達関数（輝度に対するグレイスケールのプロットラインであるオレンジ曲線）。

画像への調整と、伝達関数への影響が、リアルタイムで表示されます。

ヒストグラムタブを表示するには、以下のステップに従います：

1 画像表示ワークスペースの画像または暗室モードをクリックします。

2 ワークスペースの下右隅または暗室で、  をクリックします。

3 コントロールパネルで、  をクリックするとヒストグラムタブを表示します。

ヒストグラムで伝達関数を使用する 

ヒストグラムで、 伝達関数をクリックアンドドラッグすると、次のことが行えます。

明るさ、コントラスト、ガンマコントロールを調整すると、伝達関数曲線が変化します。 

A 水平にクリックしてドラッグすることで明るさを調整します(増加するには左、減少するには右)。

B 垂直にクリックしてドラッグすることでコントラストを調整します(増加するには上、減少するに
は下)。

ヒストグラム（C）
x-軸（水平） グレースケール範囲（黒から白まで）

y-軸（垂直） ピクセル数

伝達関数（D）
x-軸（水平） グレースケールレベル(黒 = 低、白 = 高)

y-軸（垂直） ピクセル輝度(明るさ)
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ヒストグラムでOptiviewを使用する

コントロールパネルのヒストグラムタブで使用可能な場合、 Optiview は画像のディテールを失う

ことなく調整できるようにします。

Optiview を使用するには、以下のステップに従います：

1 画像表示ワークスペースの画像または 暗室モードをクリックします。

2 ワークスペースの下右隅または暗室で、  をクリックします。

3 コントロールパネルで、  をクリックするとヒストグラムタブを表示します。

4 ヒストグラムグラフの下で、Optiview をクリックします。 

5 画像の明るさとコントラストを調整します。 

Optiview がアクティブな間： 

 黒いピクセルが青で表示され、白いピクセルが緑で表示されます

 それらが完全に黒または白になるにつれて、グレイスケールのピクセルは青または緑に変

わります。この場合、診断ディテールは消失するため、それに応じてレベルを再調整する必

要があります。

明るさおよびコントラストの調整を中止すると、Optiview は自動的に非アクティブになります。

画像表示ワークスペースの歯列弓インジケータを使用する

コントロールパネルで使用可能な場合、 歯列弓インジケータは、患者履歴または画像ギャラリー

で取得された画像で示される歯をすべて表示します。このツールを使用して、画像を1本または複

数の歯に割り当てることができます。 

1本または複数の歯を歯列弓インジケータの画像に割り当てるには、以下のステップに従います：

1 画像表示ワークスペースの画像をクリックします。

2 ワークスペースの下右隅で、  をクリックします。

3 コントロールパネルで、  をクリックすると歯列弓タブを表示します。

使用可能な歯はライターシェイドで示されます。 。

注記：
 修正した画像を閉じると、画像の修正を自動的に保存オプションが「基本設定

の保存」でアクティブになっていると、修正は自動的に保存されます。

 画像リセット機能を使用して、必要に応じて画像の取得状態に戻ることができ
ます。｢画像をリセットする｣を参照してください。

注記：デフォルトの歯式方式は「イメージングの設定」で選択されます。
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4 １つまたは複数の画像をインジケータの歯にドラッグします。選択された画像が該当可能な
歯に割り当てられるように、必要に応じてこれを繰り返します。

描画、測定および注釈

直線を描く

画像上で直線を描画するには、次のステップに従います：

1 画像を画像表示ワークスペースまたは暗室モードで開きます。

2  描画と注釈ツールバーのラインのアイコングループで、  をクリックします。 

3 マウスポインターを画像の上に移動します。 

マウスポインターが  に変わります。

4 画像をクリックしてラインの始点を設定します。

5 クリック長押ししたら、画像の上にポインターをドラッグしてラインを描画します。

6 リリースしてラインの終点を設定します。 

ボタンがアクティブになっていると、画像にラインをさらに追加できます。

7 ツールをオフにするには、ポインターを画像の枠外に移動させます。

マルチポイントライン（ポリライン）を描きます

画像上でマルチセグメントラインを描画するには、次のステップに従います：

1 画像を画像表示ワークスペースまたは暗室モードで開きます。

2  描画と注釈ツールバーのラインのアイコングループで、  をクリックします。 

3 マウスポインターを画像の上に移動します。 

マウスポインターが  に変わります。

注記：白い三角形がアイコンの下隅に現れると、アイコングループのべつの
ツールにアクセスできます。｢アイコングループを使用する｣を参照してくだ
さい。

ヒント：ラインのカラーを変更するには、 「オブジェクトのカラーと線の太
さを変える」を参照してください。

注記：白い三角形がアイコンの下隅に現れると、アイコングループのべつの
ツールにアクセスできます。｢アイコングループを使用する｣を参照してくだ
さい。
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4 画像をクリックしてポリラインの始点を設定します。 

「+」 ポイント が画像に描画されます。

5 もう一度クリックしてポリラインの第二ポイントを設定します。 

ラインは始点から第二ポイントに描かれます。

6 必要に応じて、クリックするとさらにポイントを追加します。

7 画像をダブルクリックしてポリラインの終点を配置します。

8 ツールをオフにするには、ポインターを画像の枠外に移動させます。

フリーハンドで描く

画像上でフリーハンドで描くには、次のステップに従います：

1 画像を画像表示ワークスペースまたは暗室モードで開きます。

2  描画と注釈ツールバーのラインのアイコングループで、  をクリックします。 

3 マウスポインターを画像の上に移動します。 

マウスポインターが  に変わります。

4 画像をクリックアンドドラッグして、フリーハンドでラインを描きます。 

5 ポインターをリリースしてフリーハンドラインを設定します。

フリーハンドラインが画像に描画されます。

6 ツールをオフにするには、ポインターを画像の枠外に移動させます。

スプラインカーブを描く

スプラインカーブは、基本的にフリーハンドラインで、編集可能なポイントがあります。

画像上でスプラインカーブを描くには、次のステップに従います：

ヒント：ラインのカラーを変更するには、 「オブジェクトのカラーと線の太
さを変える」を参照してください。

注記：白い三角形がアイコンの下隅に現れると、アイコングループのべつの
ツールにアクセスできます。｢アイコングループを使用する｣を参照してくだ
さい。

ヒント：ラインのカラーを変更するには、 「オブジェクトのカラーと線の太
さを変える」を参照してください。
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1 画像を画像表示ワークスペースまたは暗室モードで開きます。

2  描画と注釈ツールバーのラインのアイコングループで、  をクリックします。 

3 マウスポインターを画像の上に移動します。 

マウスポインターが  に変わります。

4 画像をクリックしてスプラインカーブのスタートポイントを設定します。 

「+」ポイント が画像に描画されます。

5 もう一度クリックしすると、スプラインカーブの第二ポイントを設定します。 

ラインは始点から第二ポイントに描かれます。

6 クリックするとさらにポイントをスプラインカーブに追加します。

7 画像をダブルクリックするとスプラインカーブの終点を配置します。

8 ツールをオフにするには、ポインターを画像の枠外に移動させます。

円を描く

画像上で円を描くには、次のステップに従います：

1 画像を画像表示ワークスペースまたは 暗室モードで開きます。

2  描画と注釈ツールバーのラインのアイコングループで、  をクリックします。 

3 マウスポインターを画像の上に移動します。 

マウスポインターが  に変わります。

4 画像をクリックアンドドラッグして、円を描きます。 

5 マウスボタンをリリースして画像上に円を定めます。

注記：白い三角形がアイコンの下隅に現れると、アイコングループのべつの
ツールにアクセスできます。｢アイコングループを使用する｣を参照してくだ
さい。

ヒント：ラインのカラーを変更するには、 「オブジェクトのカラーと線の太
さを変える」を参照してください。

注記：白い三角形がアイコンの下隅に現れると、アイコングループのべつの
ツールにアクセスできます。｢アイコングループを使用する｣を参照してくだ
さい。

ヒント：円のラインのカラーを変更するには、 「オブジェクトのカラーと線
の太さを変える」を参照してください。
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6 ツールをオフにするには、ポインターを画像の枠外に移動させます。

楕円を描く

画像上で楕円を描くには、次のステップに従います：

1 画像を画像表示ワークスペースまたは暗室モードで開きます。

2  描画と注釈ツールバーのラインのアイコングループで、次のいずれかをクリックします。

  をクリックして楕円のアウトラインを作成します。

  をクリックして塗りつぶした楕円を作成します。 

3 マウスポインターを画像の上に乗せます。 

マウスポインターが  に変わります。

4 画像をクリックアンドドラッグして、楕円を描きます。 

5 マウスポインターをリリースして画像上に楕円を定めます。

6 ツールをオフにするには、ポインターを画像の枠外に移動させます。

矩形を描く

画像上で矩形を描くには、次のステップに従います：

1 画像を画像表示ワークスペースまたは 暗室モードで開きます。

2  描画と注釈ツールバーのラインのアイコングループで、次のいずれかをクリックします。

  をクリックして矩形のアウトラインを作成します。

  をクリックして塗りつぶした楕円を作成します。

3 マウスポインターを画像の上に乗せます。 

注記：白い三角形がアイコンの下隅に現れると、アイコングループのべつの
ツールにアクセスできます。｢アイコングループを使用する｣を参照してくだ
さい。

ヒント：楕円のカラーを変更するには、 「オブジェクトのカラーと線の太さ
を変える」を参照してください。

注記：白い三角形がアイコンの下隅に現れると、アイコングループのべつの
ツールにアクセスできます。｢アイコングループを使用する｣を参照してくだ
さい。
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マウスポインターが  に変わります。

4 画像をクリックアンドドラッグして、矩形を描きます。 

5 マウスポインターをリリースして画像上に矩形を定めます。

6 ツールをオフにするには、ポインターを画像の枠外に移動させます。

ランドマークポイントを追加する

ポイントを画像に追加するには、以下のステップに従います:

1 画像を画像表示ワークスペースまたは 暗室モードで開きます。

2  描画と注釈ツールバーのラインのアイコングループで、  をクリックします。 

3 マウスポインターを画像の上に移動します。 

マウスポインターが  に変わります。

4 画像をクリックしてポイントを追加します。 

5 マウスポインターをリリースして画像上に「+」ポイントを定めます。

6 クリックすると画像にさらにポイントを追加します。

7 ツールをオフにするには、ポインターを画像の枠外に移動させます。

矢印を描画する

画像上で矢印を描画するには、次のステップに従います：

1 画像を画像表示ワークスペースまたは 暗室モードで開きます。

2  描画と注釈ツールバーのラインのアイコングループで、  をクリックします。 

3 マウスポインターを画像の上に移動します。 

ヒント：矩形のカラーを変更するには、 「オブジェクトのカラーと線の太さ
を変える」を参照してください。

注記：白い三角形がアイコンの下隅に現れると、アイコングループのべつの
ツールにアクセスできます。｢アイコングループを使用する｣を参照してくだ
さい。

ヒント：ポイントのカラーを変更するには、 「オブジェクトのカラーと線の
太さを変える」を参照してください。

注記：白い三角形がアイコンの下隅に現れると、アイコングループのべつの
ツールにアクセスできます。｢アイコングループを使用する｣を参照してくだ
さい。
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マウスポインターが  に変わります。

4 画像をクリックして矢印の始点を設定します。

5 クリック長押ししたら、画像の上にポインターをドラッグして矢印を描画します。

6 リリースして矢印の終点を設定します。 

7 ツールをオフにするには、ポインターを画像の枠外に移動させます。

テキストの注釈を画像に追加する

テキストオブジェクトを画像に追加するには、以下のステップに従います:

1 画像を画像表示ワークスペースまたは暗室モードで開きます。

2  描画と注釈ツールバーで、  をクリックします。 

3 画像で、テキストオブジェクトを入れたい場所をクリックします。 

テキストウィンドウが表示されます。

4 画像の中をクリックします。

カーソルが現れます。

5 画像に入れたいテキストをタイプします。

6 テキストオブジェクトの外側をクリックして、テキストの注釈を検証します。

テキストの注釈を編集する

既存の描テキスト注釈を編集するには、以下のステップに従います：

1 画像を画像表示ワークスペースまたは暗室モードで開きます。

2  描画と注釈ツールバーで、  をクリックします。 

3 編集したいテキストオブジェクトにマウスポインターを移動します。 

マウスポインターが  に変わります。

4 クリックして、テキストオブジェクトを選択します。 

テキストオブジェクトを選択すると、テキストウィンドウが表示されます。

ヒント：矢印のカラーを変更するには、 「オブジェクトのカラーと線の太さ
を変える」を参照してください。
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5 以下のいずれかを実行します：

6 テキストオブジェクトの外側をクリックして、変更を保存します。

下顎管を描画する 

下顎管の描画ツールで、神経管を画像にトレースできます。

画像に下顎管を描くには、次のステップに従います：

1 画像を画像表示ワークスペースまたは暗室モードで開きます。

2  描画と注釈ツールバーのインプラントのアイコングループで、  をクリックします。 

3 マウスポインターを画像の上に乗せます。

4 画像をクリックして管の描画の始点を設定します。 

コントロールポイントが、画像に追加されます。

5 神経管にそってクリックすると、管の描画にさらにポイントを追加できます。 

コントロールポイントは自動的にリンクされます。神経管に沿って追加されたコントロール

ポイントは、手動でトレースを修正する際に使用できます。

6 神経管のトレースが終点に届いたら、ダブルクリックして終点を設定します。 

神経管のトレースは、現行のカラー選択で描画されます。

インプラントを追加する

インプラント シミュレータツールで、画像に仮想インプラントを追加できます。

インプラントを画像に追加するには、以下のステップに従います:

テキスト注釈を再配置する
には... テキスト項目をクリックして新しい位置にドラッグします。 

テキスト注釈のサイズを変
更するには...

テキストウィンドウの中で、サイズスライダの使用、あるいはフォン
トサイズのドロップダウンリストから選択、のいずれかの方法で
フォントサイズを変更します。 

テキストを変更するには... テキストオブジェクトをもう一度クリックします。必要に応じてテ
キストを編集します。 

注記：白い三角形がアイコンの下隅に現れると、アイコングループのべつの
ツールにアクセスできます。｢アイコングループを使用する｣を参照してくだ
さい。

ヒント：下顎管のカラーを変更するには、「オブジェクトのカラーと線の太
さを変える」を参照してください。
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1 画像を画像表示ワークスペースまたは暗室モードで表示させます。

2  描画と注釈ツールバーのインプラントのアイコングループで、  をクリックします。 

3 インプラントを設定したいポイントで、画像をクリックします。 

インプラントが現在のカラーの選択で画像に追加され、 インプラントウィンドウが表示され

ます。 

注記：白い三角形がアイコンの下隅に現れると、アイコングループのべつの
ツールにアクセスできます。｢アイコングループを使用する｣を参照してくだ
さい。

ヒント：インプラントのカラーを変更するには、 「オブジェクトのカラーと
線の太さを変える」を参照してください。
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4 インプラント ウィンドウで、次のうちのいずれかを行います：

元に戻す/やり直し機能を使用する

元に戻すとやり直し 機能は描画と注釈のツールバーにあります。｢描画と注釈ツールバーを使用

する｣を参照してください。

やり直し機能には次のような特徴があります：

 画像表示ワークスペースでは、やり直しは選択した画像のみに適用されます。暗室モード

では、やり直し は、現在表示されてている画像のみに適用されます。

 元に戻すは描画と注釈ツールバーで操作する場合にのみ適用されます。他のツールバーで

行う操作には適用されません。

 最大 50回まで元に戻すことができます。

やり直し機能で、元に戻す機能を反対に作用させることができます。

インプラントをのサイズ
を変更するには：

以下の寸法を構成します：

 カタログ長：先端から根尖までのインプラントプラットフォームの
長さ。

 先端長：インプラント先端の長さ。

 先端の直径：インプラント先端の直径。

 直径：インプラントプラットフォームの直径。

 根尖の直径：根尖の直径。

インプラントを移動させ
るには...

インプラントをクリックします。ポインターが  に変わります。 

インプラントを新しい位置にドラッグします。 

インプラントを回転させ
るには： 

マウスポインターをインプラントの回転グラブハンドルの1つまで移動

します。ポインターが  に変わります。 

回転グラブハンドル（A）をクリックして、インプラントオブジェクトの

中央にドラッグします。インプラントオブジェクトが回転します。 

オブジェクトが回転すると、回転の中心に「+」 （B）が表示されます。
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描画オブジェクトを削除する 

画像の描画オブジェクトを削除するには、以下のステップに従います：

1 画像を画像表示ワークスペースまたは暗室モードで開きます。

2  描画と注釈ツールバーで、  をクリックします。 

3 画像で、次のうちのいずれかを行います：

4 削除したいオブジェクトをすべて選択したら、以下のいずれかの操作を行います：

  描画と注釈ツールバーで、  をクリックします。

 コンピュータの 削除 キーを押します。

オブジェクトのカラーと線の太さを変える

オブジェクトのカラーと線の太さをカエルには、以下のステップに従います：

1 画像を画像表示ワークスペースまたは暗室モードで開きます。

2  描画と注釈ツールバーで、  をクリックします。 

3 画像で、編集したいオブジェクトの上にマウスポインタ―を乗せます。 

ポインターが  に変わります。 

１つの画像から１つのオ
ブジェクトのみを削除す
る場合...

削除したいオブジェクトの上にマウスポインターを乗せます。 

ポインターが  に変わったら、クリックしてオブジェクトを選択し

ます。 

選択したオブジェクトが正方形のグラブハンドルで表示されます。

１つの画像で複数のオブ
ジェクトを選択するには... 

オブジェクトをクリックアンドドラッグします。 

領域選択ボックス（A）が表示されます。

複数の画像で複数のオブ
ジェクトを選択するには... Ctrl + クリックで、削除したいオブジェクトを選択します。
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4 クリックして、オブジェクトを選択します。 

選択したオブジェクトが正方形のグラブハンドルで表示されます。

5  描画と注釈ツールバーで、  をクリックします。 

カラーと線の太さウィンドウが表示されます。

6 カラーと線の太さウィンドウで、次のうちのいずれかを行います：

 カラーピッカー正方形をクリックして、別の色を選択します。

 ドロップダウン リストから線の太さを選択します。

7 適用をクリックします。 

オブジェクトの移動とサイズ変更

オブジェクトの移動とサイズ変更を行うには、次のステップに従います：

1 画像を画像表示ワークスペースまたは暗室モードで開きます。

2  描画と注釈ツールバーで、  をクリックします。 

3 画像で、移動またはサイズ変更したいオブジェクトの上にマウスポインタ―を乗せます。 

ポインターが  に変わります。 

4 クリックして、オブジェクトを選択します。 

選択したオブジェクトが正方形のグラブハンドルで表示されます。

5 オブジェクトをクリックして移動させるか、あるいは正方形グラブハンドルをクリックして
サイズを変更します。

オブジェクトを回転する

オブジェクトを回転するには、以下のステップに従います：

1 画像を画像表示ワークスペースまたは暗室モードで開きます。

2  描画と注釈ツールバーで、  をクリックします。 

3 画像で、回転させたいオブジェクトの上にマウスポインタ―を乗せます。 

ポインターが  に変わります。 
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4 オブジェクトをクリックすると、正方形のグラブハンドルが表示されます。

5 オブジェクトをもう一度クリックすると、緑色の回転グラブハンドルが表示されます。

6 ポインターを緑色の回転グラブハンドルの上に移動させます。 

マウスポインターが  に変化します。

7 回転グラブハンドルをクリックして、オブジェクトを新しい位置までドラッグします。 

選択したオブジェクトが回転します。オブジェクトが回転すると、回転の中心に「+」が表示さ

れます。

スタックオーダーを変える

画像にオブジェクトを描くと、それらはスタックオーダーで並べられます。そのため、オブジェク

トが別のオブジェクトの上または下に表示されることがあります。

スタックオーダーを変えるには、以下のステップに従います：

1 画像を画像表示ワークスペースまたは 暗室モードで開きます。

2  描画と注釈ツールバーで、  をクリックします。 

3 画像で、オーダーを変えたいオブジェクトの上にマウスポインタ―を乗せます。 

ポインターが  に変わります。 

A 緑色の円は、他の２つのオブジェクトの後ろ側です。 

B 緑色の円は、他の２つのオブジェクトの間です。 

C 緑色の円は、他の２つのオブジェクトの上です。
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4 オブジェクトをクリックすると、正方形のグラブハンドルが表示されます。

5 選択したオブジェクトを右クリックして、コンテキストメニューから、 以下のうちのいずれか

を選択します。

測定を使用して、距離と角度を計算する 

測定を使用して、画像上のポイント間距離または角度を計算できます。 

典型的なタスクの順番は以下のとおりです：

1 「画像をキャリブレーションする」

2 「測定を行う」

画像をキャリブレーションする

Trophy Imaging が測定値を正確に計算するためには、画像をキャリブレーションする必要があり

ます。画像のキャリブレーション状態は、画像の左下隅にある以下のアイコンで表示されます。

最前面に配置 オブジェクトはスタックの最前面に移動します。

背面に移動 オブジェクトはスタックの背面に移動します。

一つ前面に配置 オブジェクトはスタックでひとつ前面に移動します。

一つ背面に移動 オブジェクトはスタックで1つ背面に移動します。

 
画像はキャリブレーションされています。すべての測定は画像のキャリブレーションに応じて
計算されます。

 
画像はキャリブレーションされていません。測定を行なう前に画像をキャリブレーションする
必要があります。

警告：

 画像の測定はすべて参考のためのものです。測定と配置タスクを行うのはお客
様ご自身の責任です。

 正確な測定を行うには、既知の長さの参照用オブジェクトを使用して、画像を
キャリブレーションする必要があります。

 パノラマ画像に関しては、キャリブレーションと測定が信頼できるのは、既知

重要：X 線画像は三次元オブジェクトの二次元画像なので、測定はエラーと
なることがあります。キャリブレーション済みの画像上にのみ事前に決定さ
れた長さの値で測定および描画を行うことを推奨します。キャリブレーショ
ン情報がない画像上でこのことを行うには、既知の長さの参照用セグメント
の使用が必須となります。
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画像をキャリブレーションするには、以下の手順に従います。

1 画像を画像表示ワークスペースまたは 暗室モードで開きます。

2  描画と注釈ツールバーで、  をクリックします。 

キャリブレーションパネルが表示されます。

3 画像上で、既知の長さの参照用セグメントの一方の端をクリックします。

4 カーソルを参照用セグメントの2番目のエンドポイントまで移動し、ダブルクリックします。 

ラインセグメントが長さで表示されます。長さは キャリブレーション 電卓ウィンドウにも表

示されます。

5 次のいずれかを実行します：

 表示された値が、オブジェクトの既知の長さ（ミリメートル）に対応している場合、

 をクリックします。 

 そうでない場合、  をクリックして正しい値を入力します。コンピュータの数字キーを

使用するか、または電卓の数字キーをクリックして値を入力します。 

値が変更したら、  をクリックします。変更を確認するメッセージが表示されます。

はい をクリックします。 

測定を行う

注記：
 測定をキャリブレーションするには、画像に既知の長さの参照用セグメントが

含まれている必要があります。

 キャリブレーションは前回行われていない場合にのみ必要となります。
TrophyPan C、TrophyPan +C、Trophypan Smart SC、Trophypan Smart SC 3D
またはTrophypan ProCなどのハードウェアを使って生成された頭部計測用画

像を使用する場合、ほとんどの画像が自動的にキャリブレーションされ、マ
ニュアルキャリブレーションは必要ありません。自動的にキャリブレーション
されないいくつかの画像に対し、それをリクエストする警告メッセージが表示
されます。
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たとえば、測定は画像内の２つのポイント間の距離を示します。

以下のタイプの測定は、  測定アイコングループの描画と注釈ツールバーにあります。

 直線測定

 マルチセグメントライン（ポリライン）測定

 角度

 ライン、軸または平面に直交（垂直）な測定 

測定を画像に追加するには、以下のステップに従います:

1 画像を画像表示ワークスペースまたは暗室モードで開きます。

2  描画と注釈ツールバーの測定のアイコングループで、次のいずれかをクリックします。

直線測定を描くには... 1.  をクリックします。

2. 画像でクリックして、ラインの始点と終点を設定します。

ラインが測定値（ミリメートル）で表示されます。

ヒント：

 測定の単位を確認するには、マウスを注釈の上にもってきます。ツールヒント
が現れ、注釈についてディテールを表示します（上の画像を参照）

 注釈（表示/非表示、カラーの変更、削除、値/単位の表示）を管理するために、測定の

リストを表示できます。｢画面のオプションを使用する｣を参照してください。

注記：測定単位は国際標準 (SI) 単位で、長さについてはミリメートル (mm) 、
角度については度 (°) です。

注記：白い三角形がアイコンの下隅に現れると、アイコングループのべつの
ツールにアクセスできます。｢アイコングループを使用する｣を参照してくだ
さい。

ヒント：画像オプション メニューの測定を表示オプションを使用して測定
を表示/非表示できます。
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マルチセグメントライ
ン（ポリライン）測定を
描くには...

1.  をクリックします。

2. 画像で、クリックして始点を設定します。

3. マウスポインターを最初のラインの中間点に移動させ、もう一度クリック
します。 
ラインセグメントが測定値（ミリメートル）で表示されます。

4. ステップ 3 を繰り返し、希望の数のセグメントを作成します。

5. ダブルクリックして最終エンドポイントを作成します。 

測定値は、ポリラインの各セグメントに表示されます。合計の長さがツールヒ
ントおよび測定リストに表示されます。

角度の測定を描く
には...

1.  をクリックします。

2. 画像で、クリックして角度の始点を作成します（A）。

3. クリックして中点を設定します（B）。 
ラインが表示されます。

4. クリックして終点を設定します（C）。 
2番目のラインが 2 つのラインが角度を成すように現れ、「°」で表示されま
す。角度は自動的に計算され、画像と測定リストに表示されます。

角度を描画するクリックの順番は以下の通りです。
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測定を修正および削除する 

選択ツールを使用して測定値を編集または削除するには、次のステップに従います。

1 画像を画像表示ワークスペースまたは暗室モードで開きます。

2  描画と注釈ツールバーで、  をクリックします。 

3 次のうちの1つまたは複数を行います：

 測定を移すには、クリックアンドドラッグします。

 ラインのカラーまたは厚さを変更するには、 「オブジェクトのカラーと線の太さを変える」

を参照してください。

 測定ラインまたは角度のコントロールポイントを移すには、クリックアンドドラッグし

ます。

 測定を削除するには、「描画オブジェクトを削除する」を参照してください。

画像表示ワークスペースまたは暗室モードで測定リストを使用する

デフォルトで、測定ツールをアクティブにする時や、測定値を含む画像を表示する時は、測定リス

トが自動的に表示されます。このリストを表示するには、以下のいずれか 1 つを実行します：

直交（垂直）ラインを描
くには...

注記：この機能は既存のライン測定値で作業するだけです。

1.  をクリックします。

2. 画像上で、マウスポインターを既存のライン測定値まで動かします。 
ポインターは「+」として表示されます。これは直交測定ツールがアクティ
ブなことを示します。 

3. 既存の測定ラインをクリックして、直交ラインの始点を設定します。
ポインターは、 AまたはBに沿って交差したラインに垂直な面でのみ移動
します。

4. ポインターを開始ライン測定値から移動させ、もう一度クリックして直
交測定値のエンドポイントを設定します。 
垂直（直交）ラインが表示され、長さ（ミリメートル）で示されます。

新しいラインの測定を開始ラインの測定値の範囲を超えて描画することは
できますが、まだ同じ垂直面に沿って移動できます。

A：ポインターをこの方向に移動させ、新しい垂直ライ
ン（赤）の長さを設定します。 

B：この方向で、開始ラインの測定値の平面 (緑色) に
沿って移動するようにポインターが拘束されます。 
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  頭部計測測定

  手動による測定

測定リストには以下の特徴が備わっています。 

ズームツールを使用する

画像表示ワークスペースまたは暗室モードで画像を拡大すると、画像の非常な細部を見ることが

できます。ズーム ツールを使用して、画像または部分画像全体または画像の局部を拡大すること

ができます。

ズーム ツールを使用するには、以下のステップに従います：

1 画像を画像表示ワークスペースまたは暗室モードで表示させます。

2  画像 ツールバーで  をクリックします。 

A

測定リストのツールバー

ツールバーには以下のツールが含まれます：

：クリックすると、頭部計測測定と設定にアクセスします。これらの設定を行うには、「頭部計測
自動トレースを操作する」を参照してください「。

：クリックすると、手動測定にアクセスします。

：クリックすると、測定リストを閉じます。 

ヒント：さらに、画面オプションメニューの測定を表示を非選択状態にしても、リストを閉じるこ
とができます。

B 画像取得日

C

画像の可視性について手動による測定

 手動による測定が、画像で可視性があることを示します。

 手動による測定が、画像で可視性がないことを示します。テキ

D
画像のカラーについて手動による測定

列に表される測定のカラーを変えるには、測定のカラーボックスをクリックします。

E 手動による測定のナガワ

F

 手動による測定の削除 アイコン

手動による測定値を削除するには、  をクリックします。

注記： すべての測定値を削除する時、またはウィンドウで最後の測定値が表示されている時、すべ
ての測定値を削除するかどうかの確認メッセージが表示されます。

ヒント：  描画と注釈ツールバーの 選択ツールを使用して、測定を選択で

きます。 ｢描画と注釈ツールバーを使用する｣を参照してください。
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マウスポインタ―を画像の上に乗せると、ポインターは拡大鏡として表示されます 。 

3 画像の上をクリックすると、円形に拡大された領域が表示されます。

4 その領域を画像の上にドラッグすると、特定のエリアが拡大されます。

5 マウスボタンを長押しして、ポインターを画像の上にドラッグすると、拡大領域が動き回り
ます。 

ズームスライダーを用いて、拡大のレベルと拡大領域のサイズを増減できます。

6 ズームスライダーにアクセスするには、ボタンの下隅の白い三角をクリックします。

7 ズームツールをオフにするには、  をクリックします。

強調表示ツールを使用する

強調表示ツールを使用すると、ピクセルコントラストを強化することで画像のパーツに焦点をあ

てることができます。

このツールは、隣接歯間領域の調査、そしてカリエスおよび骨折の検出に有用です。コントラスト

の値は、使用できるグレイスケールによって最適化されます。

関心のある領域を強調表示するには、以下のステップに従います：

1 画像を画像表示ワークスペースまたは暗室モードで選択します。

2  画像 ツールバーで  をクリックします。 

強調表示ウィンドウが表示されます。

3 画像ウィンドウで、マウスポインターを画像の上に移動します。 

ポインターが に変わります。

4 強調表示したい領域を選択します。 

強調表示された円領域が画像に表示されます。

5 ポインターをクリックアンドドラッグすると、画像の別の領域を強調表示します。 

A クリックするとズームスライダーを表示します。 

B このスライダーを使用して、ズームの円周のサイズを設定します。 

C このスライダーを使用して、ズームの円周内でズームイン/ズームアウトします。
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強調表示領域のサイズを増減するには、強調表示アイコンの下隅にある白い三角形をクリッ

クすると、強調表示スライダにアクセスできます。

6 強調表示ツールをオフにするには、  をクリックします。

カラーツールを使用する

Trophy Imagingは、グレイスケールのピクセルをカラーピクセルに変換する２つのカラーフィル

タを提供します。

これらのフィルタは  画像ツールバーから使用でき、診断する際に画像の特定領域を見つけ

て分離することができます。 

画像にカラースキームを適用するには、以下のステップに従います：

1 画像を画像表示ワークスペースまたは暗室モードで選択します。

2 カラーアイコングループで、カラーアイコンをクリックします。 

選択した画像の外観は、選択したアイコンによって変わります。

元の画像のカラーを復元するには、 カラーアイコンをもう一度クリックします。

カラー #1（グレー

はカラーに置き換
わります）。

純粋な黒を青色に、純粋な白を赤色にマッピングし、その他のグレーの影
は、標準カラーホイール上の中間カラーに基づき画像でマッピングしま
す。

カラー #2（グレー

はカラーに置き換
わります）。

中間グレーをオレンジにマッピングし、純粋な黒色と純粋な白色はオリジ
ナルの状態のままにします。その他のグレースケールは白色に向かうにつ
れ黄色に、黒色に向かうにつれ茶色にマッピングされます。結果として、画
像はセピア調に近いカラーで表示されます。

グレースケール（カ
ラーはグレーに置
き換わります）。

マップはグレーになります。

注記：白い三角形がアイコンの下隅に現れると、アイコングループのべつの
ツールにアクセスできます。｢アイコングループを使用する｣を参照してくだ
さい。
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画像をトリミングする

 画像ツールバーで、密度アイコングループでは画像をトリミングツールを使用して選択した

エリアの不必要なスペースを一時的に非表示にできます。

画像をトリミングするには、以下のステップに従います：

1 画像を画像表示ワークスペースまたは暗室 モードで選択します。

2  画像ツールバーの密度のアイコングループで、  をクリックします。 

ハンドルの付いた白い境界が画像上に表示され、パネルのトリミングが表示されます。

3 選択した画像で、1 つまたは複数のハンドルを希望の位置にクリックアンドドラッグします。

4 パネルのトリミングで、次のうちのいずれかを行います：

  をクリックしてトリミングを受け入れ、ツールを閉じます。

  をクリックしてトリミングをキャンセルし、ツールを閉じ、画像を現在の状態のま

まにします。

 パネルのトリミングで、  をクリックして以前のすべてのトリミングをリセットし、

画像の元の形式に戻します。

等密度ツールを使用する

等密度ツールを使用すると、似通った密度の画像のパーツを見つけることができます。異なる密度を

３つまで同時に表示できます。等密度ツールは、歯のエナメル、象牙質、歯髄の表示を強化します。

歯に病変があると、健全な領域との密度の違いが比較して表示されます。

さらに、等密度ツールを使用して、インプラント周囲の骨構造を分析して、インプラントの完全性

を検証できます。

注記：
 画像をトリミングツールは画像ビューのみを変更します。実際には画像ファイ

ルを修正しません。

 トリミングした画像は左下に  表示されています。

 白い三角形がアイコンの下隅に現れると、アイコングループの異なる
ツールにアクセスできます。｢アイコングループを使用する｣を参照してく
ださい。

重要：X 線画像は 3 次元オブジェクトの 2 次元画像なので、密度の推定はエ
ラーが生じることがあります。
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画像の類似密度の領域を表示するには、以下のステップに従います：

1 画像を画像表示ワークスペースまたは暗室 モードで選択します。

2  画像ツールバーの密度のアイコングループで、  をクリックします。

等密度のドットウィンドウが表示されます。

3 マウスポインターを画像の上に移動します。 

マウスポインターが  に変化します。

4 画像で、ピクセルポイントをクリックします。 

そうすると画像における類似密度のすべてのポイントが最初のカラーで表示されます。 

選択したピクセルポイントの密度が、1つ目のカラーピッカーボックスに沿って現れます（A）。

5 二つ目のピクセルポイントをクリックします。 

そうすると画像における類似密度のすべてのポイントが二つ目のカラーで表示されます。

6 三つ目のピクセルポイントをクリックします。 

そうすると画像における類似密度のすべてのポイントが三つ目のカラーで表示されます。

7 以下のいずれも行うことができます：

 ポイントに関連するカラーを変更するには、変更したいカラーボックス（B）をクリックし

ます。カラーウィンドウで新しいカラー選択し、OK をクリックします。 

注記：白い三角形がアイコンの下隅に現れると、アイコングループのべつの
ツールにアクセスできます。｢アイコングループを使用する｣を参照してくだ
さい。

注記：同時に3 つまで密度を選択することができます。それぞれの密度が異
なるカラーで表示されます。各カラーに関連付けされている密度値は同密度
ドット ウィンドウに表示されています （A）。



Trophy Imaging ユーザーガイド (SMA23_ja) - Ed04  81

 選択したポイントの範囲を変更するには、スライダー

（C）を左に移動してポイントを除外、また右に移動してポイントを含めます。 

 同密度の設定をリセットするには、  をクリックします。

8 同密度機能をオフにするには、同密度のドットウィンドウで、OKをクリックします。

密度分析ツールを使用する

密度アイコングループの密度分析ツールで、プロットされた部分に沿った組織の相対密度を分析

できます。

このグレースケールは同一画像上の2ポイント間を比較することができます。これは特に、インプ

ラントをフィットさせた後の骨結合性に有用です。

暗色部の骨密度の違いを表示して、暗色部が根尖部かどうかを決定することもできます。

画像濃度を分析するには、以下のステップに従います：

1 画像を画像表示ワークスペースまたは暗室モードで選択します。

2  画像ツールバーの密度のアイコングループで、  をクリックします。 

密度分析ウィンドウが表示されます。

3 画像上で、最初のポイントをクリックおよびドラッグし、別のポイントでリリースすることに
よりセクションラインを描画します。 

4 ラインに沿って所定のポイントでグレースケールの値を確立するには、プロットされたライン
に沿って、必要なポイント上に配置されるまで、ドット（A）をクリックアンドドラッグします。 

ドットの位置は、密度分析ウィンドウのグラフ（B）に沿って連続的にプロットされます。X お

よび Y 座標が表示されます。（C）。選択したポイントにグレースケールの値が、表示されます。

5 クリアしてからポイント値の新しい測定を開始するには、  をクリックします（D）。

ヒント：患者の理想的な骨密度を表示するには、象牙質とエナメル質の接合
部で分析を実行し、患者の実際の骨レベルで分析をやり直します。

注記：白い三角形がアイコンの下隅に現れると、アイコングループのべつの
ツールにアクセスできます。｢アイコングループを使用する｣を参照してくだ
さい。
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6 ウィンドウを閉じるには、OK をクリックします。

疑似 3D を使用する

フィルタアイコングループの 疑似 3D を使用して、 2D画像の3次元表現を45°の角度で、異なるグ

レーの色合いで表示します。

疑似 3D は、根分岐部病変、根尖周囲嚢胞、縦骨折および多様なその他の診断が難しい状態を表示

するのに役に立ちます。

疑似 3D 表示を使用するには、以下のステップに従います。

1 画像を画像表示ワークスペースまたは暗室モードで選択します。

2  画像ツールバーのフィルタアイコングループで、  をクリックします。 

画像は疑似3Dとして表示されます。

オリジナル イメージ 疑似 3D のレンダリング

注記：フィルタまたは効果を画像に適用する場合、ヒストグラムは選択した
ピクセルのグレースケールで自動的に更新されます。

重要：密度分析ツールを使用して得たグレイスケールの値は、実際の骨密度
を示さず、画像コントラストに依存します。

重要：本ツールは、真の 3D 再構成画像を作成しません。一定条件の存在を
視覚化するための支援です。

注記：白い三角形がアイコンの下隅に現れると、アイコングループのべつの
ツールにアクセスできます。｢アイコングループを使用する｣を参照してくだ
さい。
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3  をクリックして疑似 3D をオフにします。

ネガティブ画像を使用する

ネガティブフォトとして画像を表示できます。例えば、歯内療法において、根尖の近くにあるファ

イルの終わりをハイライト表示したい場合などです。

ネガティブ画像により、ファイルは明確に根尖情報から識別されます。ポジティブ画像の場合、グ

レースケールが類似しているので混乱を起こすことがあります。

画像をネガティブフォトとして表示するには、以下のステップに従います：

1 画像を画像表示ワークスペースまたは暗室モードで選択します。

2  画像 ツールバーで  をクリックします。 

画像はネガティブフォトとして表示されます。

3 元の画像に戻すには、  をクリックします。 

画像が通常のモードで復元されます。

頭部計測自動トレースを使用する

歯の不正咬合の計算は 3 つの等級に分けられています。

 クラス I （歯の問題）

 クラス II（顎後退または過蓋咬合）

 クラス III （顎前突症または下顎前突症）

頭部計測自動トレースを作成する

頭部計測トレースを作成するには、以下のステップに従います：

1 画像表示ワークスペースまたは暗室モードで頭部計測画像を見ます。

重要：
 頭部計測自動トレースは、診断をサポートするためのものであり、それに取っ

て代わるものではありません。トレースの精度は近似値で調整が必要なことが
あります。

 頭部計測自動トレースを使用するには、トレースモジュールをインストールす

る必要があります。  アイコンが画像のツールバーにない場合は、インス

トール用CDを再実行してトレースを選択します。

 その領域を画像の上にドラッグして特定エリアを拡大します:
TrophyPan+、TrophypanPro、TrophypanPro Select
TrophypanSmart、Trophypan Smart 3D families

重要：計算を開始する前に、画像が頭部計測側面画像であることを確認し
ます。そうしなければ、計算が実行されません。
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2  描画と注釈ツールバーで、  をクリックして頭部計測トレースの計算を開始します。 

トレースが計算されている間、ホイールが表示されます。コンピュータプロセッサのパワーに

よって、少し時間がかかる場合があります。 

計測が終了すると、元の頭部計測画像が新しいトレースで表示され、測定リストの中の頭部計

測リストにアクセスできます。「画像表示ワークスペースまたは暗室モードで測定リストを使

用する」を参照してください。 

測定リストで、別のテンプレートを選択し、トレースの構造、ランドマーク、測定値を確認し、

レポートを作成します。 

頭部計測自動トレースを操作する

頭部計測自動トレースのテンプレートを変更するには、以下の手順に従います：

1 画像表示ワークスペースまたは暗室モードで頭部計測画像を見ます。

2  をクリックして、次に測定の表示を選択して測定リストをアクティブにします。

「画像表示ワークスペースまたは暗室モードで測定リストを使用する」を参照してください。

3 測定リストで、  をクリックします。

4 以下のいずれかを実行します：

自動トレースのためのテンプ
レートを変更するには... ドロップダウンリストから別のテンプレートを選択します。 

レポートを生成するには...
レポートを作成 ボタンをクリックして、頭部計測トレースのレ

ポートを作成します。 これによりレポートがブラウザから表示お

よび印刷できる HTML ファイルとして作成されます。

その他関連するポイント、ライ
ン、構造をすべて自動的に再計
測するには...

同時に更新をクリックします。

構造のポイント（A）を表示する

には... 構造を表示をクリックすると、ポイントを表示します。

ランドマークのポイント（B）を
表示するには... ランドマークを表示をクリックします。

頭部計測の軸と平面のラインを
表示するには（C）... 測定を表示をクリックします。

重要：
 このアイコンがない場合は、インストール用CDを再実行してトレースを選択

する必要があります。

 はじめて計算を開始すると、自動トレースの有効性を分析、解釈および決定す
る責任がユーザーにあることを注意メッセージが警告します。同意する場合、
OK をクリックします。 
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トレースを修正する

一旦頭部計測トレースが計算され、頭部計測画像に描画されると、画像のトレースを手動で修正で

きます。

頭部計測画像でトレースの修正を行うには、次の手順に従ってください。

1 画像表示ワークスペースまたは暗室モードで頭部計測画像を見ます。

2  描画と注釈ツールバーで、  をクリックします。

3 トレースのエレメントを選択します。 

描画用ハンドルが表示されます。

4 別のポイントの描画をクリックアンドドラッグします。

ユーザー定義ランドマークポイント

ユーザー定義のランドマークポイントは としてトレースに表示されます。

トレースにユーザー定義ランドマークポイントを参照する測定エレメントが含まれる場合、 測定

リストの測定値は N/Aとして表示されます。

重要：測定リストで 同時に更新リストを選択している場合に、頭部計測画
像で直接トレースを修正すると、元に戻す (Ctrl + Z) ツールが使用できなく
なります。

重要：
 他のオブジェクトへのリンクの付いたオブジェクトを移動させると、関連す

るすべてのオブジェクトが移動します。
 測定リストで 同時に更新リストを選択している場合に、頭部計測画像で直接

トレースを修正すると、元に戻す (Ctrl + Z) ツールが使用できなくなります。

注記：測定が画像表示ワークスペースまたは 暗室モードで表示されない場合
は、画面オプションメニューでそれをアクティブにできます。
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ユーザー定義ランドマークポイントを参照する正しい測定値を表示するには、次のステップに従

います：

1  描画と注釈ツールバーで、  をクリックします。

2 頭部計測トレース上で  をクリックします。 

ランドマークポイントが  に変わり、測定リストが計算された値を表示します。

トレースエディタを使用する

トレースエディタで、自動トレースをカスタマイズし、ユーザー独自のテンプレートを定義します。

トレースエディタを表示するには、以下のステップに従います：

1 画像表示ワークスペースまたは暗室モードで、すべての頭部計測画像を閉じます。

2 Trophy Imagingタスクバーで、  をクリックします。 

基本設定ウインドウが表示されます。

3 基本設定ウィンドウで、  をクリックします。

4 トレースエディタをクリックします。 

トレースエディタウィンドウが現れ、定義済みのテンプレートのリストと以下のタブが表示

されます。

5 対応する自動ランドマーク、自動構造、および測定値を表示するには、以下のいずれか1つを選

択します：

 デフォルト（デフォルトテンプレート）

 Delaire（すべてのバージョンで使用可能）

 McNamara（メソッド）

 Ricketts （メソッド）

 Steiner（メソッド）

 Tweed（メソッド）

テンプレートの作成

テンプレートを作成するには、以下のステップに従います：

ランドマーク構造
自動ランドマークと構造、ユーザー定義のポイントのエリアを含み
ます。

測定
パラメータ付きの測定ラベルのエリアおよび軸と平面パラメータ
のエリアを含みます。

重要：事前定義されたテンプレートを編集することはできませんが、それ
をコピーすることによりご自身のテンプレートを作成することができます。
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1 画像表示ワークスペースまたは暗室モードで、すべての頭部計測画像を閉じます。

2 Trophy Imagingタスクバーで、  をクリックします。 

基本設定ウインドウが表示されます。

3 基本設定ウィンドウで、  をクリックします。

4 トレースエディタをクリックします。 

5 トレースエディタで、新規テンプレートをクリックします。

6 新しい頭部計測トレーステンプレートウィンドウにテンプレートの名前を入力し、OK をク

リックします。 

デフォルトでは、パラメータが測定値なしで表示されます。

7 ランドマーク構造タブで、  をクリックして、新しいテンプレートのランドマーク構造をア

クティブにします。 

これで、アクティブなランドマーク構造を  に変更します。

8 必要に応じて、  をクリックするとさらに構造ポイントを追加して、サンプルの頭部計測

画像のどこでもクリックすると、新しいランドマークポイントの名前を入力できます。

9 測定タブで、  をクリックして、新しいテンプレートの測定をアクティブにします。 

これで、アクティブな測定を  に変更します。

10 必要に応じて、  をクリックしてさらに測定値を追加します。 

新しい測定ウィンドウで、新しい測定の入力を定義して、OKをクリックします。

11 テンプレートの作成が終了したら、保存をクリックしてから、閉じるをクリックします。

テンプレートをコピーする

テンプレートをコピーするには、以下のステップに従います：

1 画像表示ワークスペースまたは暗室モードで、すべての頭部計測画像を閉じます。

2 Trophy Imaging タスクバーで、  をクリックします。 

基本設定ウインドウが表示されます。

3 基本設定ウィンドウで、  をクリックします。

4 トレースエディタをクリックします。 

5 トレースエディタで、コピーしたいテンプレートを選択して、 テンプレートをコピーをクリッ

クします。

6 テンプレート名を入力してから、OK をクリックします。 
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ソースメソッドテンプレートから既存のランドマーク構造と測定 のディテールが表示され

ます。

7 ランドマーク構造タブで、  アイコンをクリックして不要な自動ランドマークの非アク

ティブにします。

8 測定 タブで、  アイコンをクリックして不要な 測定および軸と平面のディテールを非アク

ティブにします。

9 必要に応じて、  をクリックしてさらに測定値を追加します。 

新しい測定ウィンドウで、新しい測定の入力を定義して、OKをクリックします。

10 テンプレートの作成が終了したら、保存をクリックしてから、閉じるをクリックします。

ランドマーク構造を管理する

トレースエディタのランドマーク構造タブで頭部計測トレースを作成するためにトレーステンプ

レートが使用する自動およびユーザー定義構造を管理できます。

ランドマーク構造タブは折りたたむことができる 3 つの部分に分割されています。

それぞれのエレメントには割り当てられた色があります。色を変更するには、  をクリックして

新しい色を選択します。

頭部計測測定を管理する

トレースエディタの測定タブでは、頭部計測トレースを作成するためにテンプレートが使用する

測定および軸と平面エレメントを管理することができます。

測定 タブは折りたたむことができる 2 つの部分に分割されています。

自動ランドマーク トレース上のすべての自動ランドマークエレメントを示します。

自動構造 トレース上のすべての自動構造エレメントを示します。

ユーザー定義のポイント 
トレース上のすべてのユーザー定義のポイントエレメントを示します。 

注記： テンプレートがいずれのユーザー定義ポイントも含まない場合、空
になる場合があります。

測定 
トレースについてのすべての測定エレメントを示します。 

注記： テンプレートに測定エレメントが含まれない場合、測定部分は空白になる場
合があります。

軸と平面 軸と平面トレースのすべての軸と平面要素を示します。

注記：多くのエレメントを示す場合、下の部分が非表示になる場合があり、
表示するにはスクロールダウンする必要があります。長い部分を折りたたむ
には、部分名の右側にある矢印のアイコン（ ） をクリックします。折りた
たまれた部分は、二重矢印のアイコン（ ）をクリックして再び展開するこ
とができます。
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それぞれのエレメントには割り当てられた色があります。色を変更するには、  をクリックして

新しい色を選択します。

注記：測定部分に多くのエレメントが含まれている場合、軸と平面部分が非
表示になる場合があり、表示するためにはスクロールダウンすることが必要
になる場合があります。 
長い部分を折りたたむには、部分名の右側にある矢印のアイコン（ ） をク
リックします。折りたたまれた部分は、二重矢印のアイコン（ ）をクリッ
クして再び展開することができます。
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画像をリセットする

画像表示ワークスペースまたは暗室モードで、１つまたは複数の画像上で、画像の修正がすでに保

存されている場合でも以下の画像設定をリセットできます：

 コントロールパネルの明るさ、コントラスト、ガンマの調整

｢2D画像の明るさ、コントラスト、ガンマを調整する｣を参照してください。

 以下の画像ツールバーの機能： 

 負

 カラー #1（グレーはカラーに置き換わります）。 

 カラー #2（グレーはカラーに置き換わります）。

1つの画像をリセットするには、画像のタイトルバーの  をクリックします。

２つ以上の画像の選択をリセットするには、いかのいずれかを行います：

  をクリックすると、コントロールパネルが表示されるので、画像処理タブで  をク

リックします。

 選択した画像を右クリックして、画像をリセットを選択します。
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7 FMS を使用する

FMS （Full Mouth Series）は、患者の口で撮影された口腔内放射線画像の完全セットです。

FMS システムは患者の口腔内画像を口の特定の領域と関連付けできるテンプレートを提供しま

す。FMS テンプレートは口の領域に対応するフレームから構成されています。口腔内画像は適切

なフレームに配置することにより、患者の口の特定の領域にマッピングできます。

Trophy Imaging で入手可能ないくつかの定義済み FMS テンプレートがあります。｢事前定義され

た FMS テンプレートを使用する｣を参照してください。

ユーザー独自のFMSテンプレートを作成することもできます。 ｢FMSエディタでテンプレートを

作成｣を参照してください。

一度、1 つの FMS テンプレートを使用して患者の画像をマッピングすれば、 患者履歴の将来参照

するために FMS エンティティとしてそのマッピングを保存することができます。

FMS テンプレートは FMS エディタで管理、作成され、「テンプレート設定」でアクセスできます。

事前定義された FMS テンプレートを使用する

FMS テンプレートでデジタル口腔内 X 線画像をトレースすることができます。FMSテンプレート

の各ボックス（またはフレーム）は、口の領域に対応します。画像を取得すると、FMSを完成するた

めに必要なすべての画像を取得するまで特定の領域に関連付けできます。

Trophy Imagingには複数の事前定義された FMSテンプレートがあり、作業方法に適したものを選

択することができます。必要に応じて、Trophy Imagingではユーザーがご自身のFMSテンプレート

を作成することができます。

FMSテンプレートを作成するには、以下のステップに従います：

1 画像表示ワークスペースまたは暗室モードで、画面オプションアイコン（ ）をクリックし

て、新規画像テンプレートを選択します。 

FMSテンプレートを選択できるウィンドウが表示されます。

2 FMSテンプレートを選択する

プレビューペインのようです。

3 先に進み、選択したテンプレートを使用するには、開くをクリックします。 

4 画像をFMSの枠に追加します。 ｢画像をFMSに追加する｣を参照してください。
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既存の FMS 画像を開く

保存したFMSを見るには、患者履歴（患者ブラウザ またはダッシュボード）または画像ギャラリー

（画像表示ワークスペースまたは暗室 モード）で、 そのサムネイルをダブルクリックします。

以下のようになります：

 FMS を、患者履歴から、または画像表示ワークスペースの画像ギャラリーから開けている

場合は、 FMSが画像表示ワークスペースに表示されます。

 FMSを、 暗室モードで画像ギャラリーから開いている場合は、FMSが暗室に表示されます。

画像をFMSに追加する

FMSに画像を追加するには、次のステップに従います。

1 FMSを画像表示ワークスペースまたは暗室モードで開きます。

2  をクリックすると、画像ギャラリーが表示されます。

3 画像ギャラリーの画像をクリックして、マウスボタンを長押しして、マウスポインターをド
ラッグしてFMS セルの一つに乗せます。

マウスポインターが  に変化します。

4 リリースすると、画像をドロップします。 

画像が FMS に追加できる場合、FMS のフレームに表示されます。

5 必要に応じてドラッグアンドドロップ動作を繰り返します。

6 FMS テンプレートで複数画像を選択するには、FMS タイトルバーの右側上隅の  をクリッ

クします。 

注記：
 画像が FMS に追加できず、それ自身のウィンドウに表示される場合、正しい画

像タイプを FMS に追加しているかチェックしてください。 
 画像がFMSの別のフレームに表示される場合は、それは画像がそのフレームに

関連する歯式番号に関係があるためです；画像は自動的に、その歯式番号に一致
するFMSのフレームに追加されます。 

 画像（縦）を横向きフレームに追加すると、画像は FMS 内で自動的に回転さ
れますFMS。

 画像を上から下または右から左に移動すると、テンプレートにおけるメジアン
軸の配置により、画像は自動的にフリップされます。



Trophy Imaging ユーザーガイド (SMA23_ja) - Ed04  93

注記：  さらに、複数の画像を選択する場合、同時に調整できます:

7 やり終えたら、画像タイトルバーで、  （画像表示ワークスペース）または  （暗室 モード）

をクリックします。 

保存 FMSウィンドウが表示されます。

8 保存 FMSウィンドウに、FMS の構成に関するディテールを入力します。 ｢保存FMSウィンドウ

の構成のディテールを設定FMS｣を参照してください。

9 保存 をクリックします。

保存FMSウィンドウの構成のディテールを設定FMS 

FMSを保存ウィンドウのFMS 構成のディテールを設定できます。

FMS サムネイル
このサムネイルのプレビューでは、 FMSで画像を選択できます。 

画像をクリックすると歯のパネルで画像の歯のマッピングウィンドウ。

日付 FMSが作成された日付を表示します。

コメント

このフィールドにコメントを入力します。（オプション）

注記： 後の段階でこれらのコメントを編集するには、FMSをもう一度開けて、

画像タイトルバーで  （画像表示ワークスペース）または （暗室モー
ド）をクリックすると、FMS 保存 ウィンドウがもう一度表示されます。

歯列弓

歯列弓パネルが患者の歯を表示します。 

FMSサムネイルの画像を1つクリックすると、 画像の歯式番号はこの歯槽弓
で青色の歯で示されます。 

実際の歯式番号は歯槽弓の下に表示されます。 

 をクリックすると、表示を乳歯（子供） に変更します。 

 をクリックすると、表示を永久歯（大人） に変更します。

注記：縦向きの画像を横向きフレームに追加すると、画像は FMS内で自動的
に回転されます。



94

FMSから画像を取り除く

画像をFMSから、 患者カードから画像を削除しないで取り除きます。

FMSから画像を削除するには、以下のステップに従います：

1 画像表示ワークスペースでFMSを開きます。

2 FMSから画像をクリックしてワークスペースへドラッグします。

画像がそれ自身のウィンドウに表示され、FMSフレームから削除されます。

3 FMS 画像タイトルバーで、  をクリックします。 

保存 FMSウィンドウが表示されます。

4 保存 FMSウィンドウに、FMS の構成に関するディテールを入力します。 ｢保存FMSウィンドウ

の構成のディテールを設定FMS｣を参照してください。

5 保存 をクリックします。

FMS エディタを使用する

Trophy Imaging FMSエディタで、カスタマイズされたFMSテンプレートを、 FMS エディタで既存

のテンプレートをスクラッチまたはカスタマイズすることで作成します。

FMS エディタツールバーボタン

FMS エディタは、テンプレート 設定ウィンドウからアクセス可能で、以下のアイコンを提供します。

咬翼フィルムの選択

選択すると、以下の咬翼位置のオプションを定義します：

咬翼ではない場合
クリックすると、追加された画像は咬翼でないことを
指定します。

LM 咬翼位置：左側の臼歯

RM 咬翼位置：右側の臼歯

RMP 咬翼位置：右側の臼歯と小臼歯

LMP 咬翼位置：左側の臼歯と小臼歯

LP 咬翼位置：左側の小臼歯

RP 咬翼位置：右側の小臼歯

開く 

既存の FMSテンプレートを開き、修正し
ます。

グリッドの表示 

一貫性を保つためにグリッドを表示します。

保存 

新しいテンプレートを保存します。

軸の表示 

方向アライメント軸を表示または非表示に
します。

挿入 

同じサイズおよび配向を選択した最後の
ものと同じように挿入します。

マグネティックグリッド 

既存または新しいフレームをグリッドにス
ナップします。
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FMS ツールボックスボタン

FMS エディタは、テンプレート設定ウィンドウからアクセス可能で、オブジェクトを挿入、整列し

てフレームの特性を設定するためのツールを含むツールボックスを提供します。FMS エディタ

ツールボックスを表示するには、表示 > ツールボックスの順に選択します。 

ツールボックスのツールタブには次のボタンがあります。

FMSエディタでテンプレートを作成

FMSテンプレートを作成するには、以下のFMSフレームのディテールを考慮して開始します。

コピー 

選択したフレームをコピーします。テンプ
レートでフレームが選択されるまで、この
ボタンはグレー表示です。

マグネティックフレーム 

挿入されたフレームを隣接するフレームに
スナップします。

貼り付け 

コピーしたフレームをテンプレートに貼
り付けます。このボタンはフレームがコ
ピーされるまで、グレー表示です。

画面に最適化 

アライメント軸を左に近付けます。連続的
にクリックして、アライメント軸を削除し、
全 FMS 画像を同じ方向に向けます。

削除 

選択したフレームを削除します。テンプ
レートでフレームが選択されるまで、この
ボタンはグレー表示です。

やめる 

FMS エディタを終了します。

歯式 

フレームの画像取得順番を表示または変
更します。各フレームの番号をカスタマイ
ズできます。

挿入ボタン 

これらのボタンのそれぞれが FMSテンプレート

にフレームを挿入します。 

数値はフレームの相対的サイズを示します（例
えば、水平 X 線写真3フレームは水平 X 線写真2 
フレームより大きい）。 

FMSで使用したい画像タイプと一致するフレー

ムを使用します。 

例えば、FMSテンプレートにカメラフレームが

ない場合、FMSにカラー画像を追加することが

できません。

水平 X 線写真

水平 IO カム

垂直 X 線写真

垂直 IO カム

プレビューフレーム

大形フレームIO カム

アラインボタン 

これらの各ボタンは、FMSテンプレートにおい

て選択したフレームを合わせます。 

FMS エディタで、Ctrl+クリックを使用して、ア

ライン ボタンをクリックする前に、複数のフ

レームを選択します。

水平左揃え

垂直中央揃え

垂直右揃え

水平上揃え

水平中央揃え

水平下揃え
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 画像サイズ

 画像の向き（縦向きまたは横向き）

 デフォルト歯式番号

FMSテンプレートを作成するには、以下のステップに従います：

1 Trophy Imagingで、  をクリックします。 

基本設定ウインドウが表示されます。

2  をクリックします。

3 FMS エディタをクリックします。 

管理 FMSウィンドウが表示されます。

4 作成をクリックします。 

FMS エディタ が表示されます。

5 新しいFMSテンプレートをカスタマイズするには、 次のいずれかに従います：

 「画像フレームを挿入する」

 「1 つのプレビューフレームを挿入する」

 「軸を使用して画像の方向を定める」

 「1 つのフレームを整列する」

 「デフォルトの歯式番号を割り当てる」

 「FMS で、画像取得順序を割り当てまたは修正する」

6 新しいテンプレートが完了したら、FMS エディタでファイル > 名前をつけて保存またはファ

イル > 保存を選択して新しいテンプレートを保存します。 

保存 ウィンドウが表示されます。

7 テンプレートの名前を入力します。 

8 OK をクリックします。

既存のFMSテンプレートをカスタマイズする

FMSテンプレートを、既存の事前定義された、またはカスタマイズされたFMSテンプレートに基づ

いて,作成するには、これらのステップに従います：

1 Trophy Imagingで、  をクリックします。 

基本設定ウインドウが表示されます。

2  をクリックします。

3 FMS エディタをクリックします。 
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管理 FMSウィンドウが表示されます。

4 修正したいテンプレートを選択し、修正をクリックします。 

これによりFMS エディタで編集するために選択したテンプレートが開きます。

5 FMS エディタで、必要な場合 FMS テンプレートを修正します。

 「画像フレームを挿入する」

 「1 つのプレビューフレームを挿入する」

 「軸を使用して画像の方向を定める」

 「1 つのフレームを整列する」

 「デフォルトの歯式番号を割り当てる」

 「FMS で、画像取得順序を割り当てまたは修正する」

6 FMS エディタで、ファイル > 名前を付けて保存を選択し、修正したテンプレートに新しい名

前を付けて保存します。

画像フレームを挿入する

FMS エディタで、縦向きと横向きのフレームをテンプレートに挿入できます。

画像フレームをFMSテンプレートに挿入するには、次のステップに従います。

1 Trophy Imagingで、  をクリックします。 

基本設定ウインドウが表示されます。

2  をクリックします。

3 FMS エディタをクリックします。 

管理 FMSウィンドウが表示されます。

4 作成 または修正をクリックします。 

FMS エディタ が表示されます。

5 画像フレームをテンプレートに挿入するには、次のいずれか1つのステップに従います。

 FMS エディタメニューバーで、表示 > ツールボックスを選択します。ツールボックスウィ

ンドウで、挿入ボタンをクリックしてフレームをテンプレートに挿入します。 

 FMS エディタメニューバーで、ツール > 挿入を選択します。フレームのタイプを選択し

ます。 

選択した画像フレームがテンプレートに自動的に配置されます。

注記：画像フレームのサイズは不変であり、サイズの変更はできません。
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6 必要に応じて、画像フレームを移動、サイズ変更します。

7 変更を完了したら、ツール > 挿入を選択します。 

保存ウィンドウが表示されます。

8 OK をクリックします。

1 つのプレビューフレームを挿入する

1 つの FMS テンプレートに1 つのプレビューフレームを挿入するには、以下のステップに従います：

1 Trophy Imagingで、  をクリックします。 

基本設定ウインドウが表示されます。

2  をクリックします。

3 FMS エディタをクリックします。 

管理 FMSウィンドウが表示されます。

4 作成 または 修正をクリックします。 

FMS エディタ が表示されます。

5 ツールボックスが見えない場合、表示 > ツールボックスを選択します。

6 ツール タブで、  をクリックします。 

プレビューフレームが新しいFMSの左上に置かれます。

7 フレームを必要な場所にドラッグしてドロップします。

8 変更を完了したら、ファイル > 保存を選択します。 

保存ウィンドウが表示されます。

9 OK をクリックします。

軸を使用して画像の方向を定める

各FMSには対称の2平面 (または軸) があります。1つは垂直でもう1つは水平です。これらの軸の位

置は、FMSの画像フレームの動作に影響します。

FMSテンプレートの軸を取り除くには、次のステップに従います。

1 Trophy Imagingで、  をクリックします。 

基本設定ウインドウが表示されます。

注記：FMSテンプレートで1つのプレビュー画面のみ使用できます。
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2  をクリックします。

3 FMS エディタをクリックします。 

管理 FMSウィンドウが表示されます。

4 作成 または 修正をクリックします。 

FMS エディタ が表示されます。

5 FMS エディタで、軸スライダをクリックすると、軸を再配置します：

 スライダ（A+B） を使用してテンプレートに対称の軸を配置します。

 そのFMSで、画像を水平軸にわたって FMSの垂直フレームで移動する場合、画像は水平軸

 のそばにフリップされます。

 しかし画像を垂直軸にわたって移動するとフリップされた画像  はありません。

 画像を垂直軸にわたって水平フレームで移動すると画像を垂直軸のそばにフリップしま

す 。

 しかし画像を水平軸にわたってFMSで移動するとフリップされた画像  はありません。

6 変更を完了すると、  をクリックしてテンプレートを保存します。

1 つのフレームを整列する

以下の方法を使用してフレームを整列することができます：

 グリッドを表示して個別のフレームを手動整列します。

 以下のスイッチをオンにします。

  Mマグネティックグリッド機能のスイッチをオンにして個別のフレームをグ

リッド上のポイントの位置に合わせます。
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  マグネティックフレーム機能のスイッチをオンにしてフレームをお互いの位置

に合わせます。

 FMS ツールボックスアラインボタンを使用して、選択したフレームを合わせます。｢FMS
ツールボックスボタン｣を参照してください。

1 つの FMS テンプレートで、フレームをアクティブにして整列するには、以下のステップに従い

ます：

1 Trophy Imagingで、  をクリックします。 

基本設定ウインドウが表示されます。

2  をクリックします。

3 FMS エディタをクリックします。 

管理 FMSウィンドウが表示されます。

4 作成 または 修正をクリックします。 

FMS エディタ が表示されます。

5 変更を完了したら、ファイル > 保存を選択します。 

保存 ウィンドウが表示されます。

6 OK をクリックします。

クリックすると... ユーザーは以下の操作を行うことができます...

グリッドを表示します。

マグネティックグリッドをアクティブにします。このようにして、フレームを
再配置すると、グリッドポイントに最も近い選択フレームの隅をグリッドの

位置に合わせます。このオプションは、  グリッドがアクティブの場合のみ
作用します。

マグネティックフレームをアクティブにします。このようにして、既存のフ
レームに沿ってフレームをドラッグすると、選択したフレームが十分に近い
場合、既存のフレームに自動的に整列されます。

選択したフレームの左端を合わせます。

選択したフレームの垂直方向の中央に合わせます。

選択したフレームの右端を合わせます。

選択したフレームの上端を合わせます。

選択したフレームの下端を合わせます。

選択したフレームの垂直方向の中央に合わせます。
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デフォルトの歯式番号を割り当てる

デフォルトの歯式番号を割り当てるには、次のステップに従います。

1 Trophy Imagingで、  をクリックします。 

基本設定ウインドウが表示されます。

2  をクリックします。

3 FMS エディタをクリックします。 

管理 FMSウィンドウが表示されます。

4 作成 または修正をクリックします。 

FMS エディタ が表示されます。

5 表示 > ツールボックスを選択して、FMSツールボックスを開きます。

｢FMS ツールボックスボタン｣を参照してください。

6 FMSツールボックスウィンドウで、プロパティタブをクリックします。

7 歯式番号を割り当てたいフレームをクリックします。

画像を咬翼するために、咬翼画像が口のどの領域に関連するかを指定することができます。

次のオプションから選択します。

8 ドロップダウンリストを選択し、そのフレームに最高 6 つの歯式番号を割り当てます。

9 各フレームについてステップ 7 と 8 を繰り返します。

10 変更を完了したら、ファイル > 保存の順位選択 してテンプレートを保存します。 

保存 ウィンドウが表示されます。

11 OK をクリックします。

FMS で、画像取得順序を割り当てまたは修正する

RP このオプションを選択して、右の小臼歯を指定します。

RM このオプションを選択して、右の臼歯を指定します。

LP このオプションを選択して、左の小臼歯を指定します。

LM このオプションを選択して、左の臼歯を指定します。

注記：事前定義したFMSテンプレートでは、取得順序を修正できませんが、
カスタマイズされたFMS テンプレートを、修正できる順序の事前定義された
テンプレートのコピーに基づいて、作成できます。 ｢FMSエディタでテンプ
レートを作成｣を参照してください。
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FMSテンプレートにおいて画像取得順序を割り当てるまたは修正する方法：

1 Trophy Imagingで、  をクリックします。 

基本設定ウインドウが表示されます。

2  をクリックします。

3 FMS エディタをクリックします。 

管理 FMSウィンドウが表示されます。

4 取得順序を修正したいFMSテンプレートを選択して、以下のいずれか１つを行います：

 カスタマイズしたFMSテンプレートを修正するには、修正したいカスタマイズされたテン

プレートを選択して、修正をクリックします。

 事前定義された FMS テンプレートのカスタマイズされたテンプレートを生成するには、

フィストから事前定義されたテンプレートを選択して、コピー > OK > 修正をクリックし

ます。

5 FMS エディタで、  をクリックします。 

FMS の現在の画像取得順序が表示されます。

6 シリーズ画像取得したい順序で各フレームをクリックします。

7 ファイル > 名前をつけて保存を選択します。 

保存 ウィンドウが表示されます。

8 テンプレートの確認を容易にするファイル名を入力します。ファイル名の終わりに拡張子

FMTを含めます。

9 OK をクリックします。

FMSテンプレートを削除する

FMSテンプレートを削除するには、以下のステップに従います：

1 Trophy Imagingで、  をクリックします。 

基本設定ウインドウが表示されます。

2  をクリックします。

3 FMS エディタをクリックします。 

管理 FMSウィンドウが表示されます。

4 削除したいテンプレートを選択し、削除をクリックします。

5 選択したテンプレートを削除したいことを確認するには、はいをクリックします。
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8 一般的なイメージング機能

本章では、Trophy Imaging について、以下の1つまたは複数のエリアに適用できる機能と概念につ

いて説明します：

 ダッシュボード

 患者ブラウザ

 画像表示ワークスペース

 暗室モード

Trophy Imaging は、画像のキャプチャ、レビュー、そしえ分析を行うためのアイコンとツールバー

を提供し、以下の特徴があります。Trophy Imaging はまた、ツールヒントを使用します。たとえば、

マウスポインターをアイコンにかざすと小さなテキストボックスにツールバーアイコンの短い説

明が表示されます。

画像ファイルを検索する

「サービス設定」で許可されている場合は、ローカライズオプションでどの画像がコンピュータに

保存されているかを知ることができます。

コンピュータ上で画像ファイルを検索するには、空白スペースを右クリックし、ショートカットメ

ニューから画像のローカライズを選択します。

コンピュータの画像を含むフォルダが表示されます。

注記：さらに、画像をローカライズオプションに画像 情報ウィンドウからア
クセスできます。 ｢画像情報ウィンドウを表示します。｣を参照してください。

重要：このオプションを使用して、手動で1つの位置から別の位置へ画像を
移さないでください。データに深刻な問題を引き起こす可能性があります。
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患者ディレクトリを検索する

「サービス設定」で許可されている場合は、ローカライズオプションを使用して、ディレクトリ

がコンピュータのどこに保存されているかを知ることができます。

コンピュータ上で患者ディレクトリを検索するには、画像を右クリックし、ショートカットメ

ニューから画像のローカライズを選択します。

コンピュータの画像を含むフォルダが表示されます。

画像情報ウィンドウを表示します。

画像情報ウィンドウを表示するには、次のうちのいずれかを行います：

 患者ブラウザ または ダッシュボードで、画像を右クリックして、情報ウィンドウを表示を

選択します。

 画像表示ワークスペース または暗室 モードで：

 画像を右クリックして、情報ウィンドウを表示を選択します。

 画像のタイトルバーで、  （画像表示ワークスペース）または  （暗室 モード）をク

リックします。

画像 情報ウィンドウが開きます。

画像 情報ウィンドウで、以下のことができます：

 画像のDICOMタグを表示します。

 選択した画像について情報を表示します。

 コメントを画像に追加します。｢コメントを画像に追加する｣を参照してください。

注記： さらに、患者ディレクトリのローカライズオプションに画像情報ウィ
ンドウからアクセスできます。 ｢画像情報ウィンドウを表示します。｣を参照
してください。

重要： このオプションを使用して、手動で 1 つの位置から別の位置へ画像を
移さないでください。データに深刻な問題を引き起こす可能性があります。
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 コンピュータ上で患者ファイルを検索します。｢画像ファイルを検索する｣を参照してく

ださい。

 画像を削除します（「サービス設定」で許可されている場合）

画像 情報 ウィンドウは、以下のタブを提供します。

画像をプリントする

次の方法で画像を印刷することができます。

 個々の画像またはFMSを印刷する ｢2DとFMS 画像を印刷｣を参照してください。

 画像表示ワークスペースのスナップショットを印刷します。｢画像表示ワークスペースの

スナップショットを印刷する｣を参照してください。

2DとFMS 画像を印刷

単一画像印刷する

2DまたはFMS画像を印刷するには、以下の手順に従ってください：

1 クリックして2D画像またはFMSを選択します。 

画像がその周りに青色フレームで表示されます。

2 アイテムを右クリックし、印刷をクリックします。

Film Composer ウィンドウが表示されます。

3 Film Composerを使用して、最終的な印刷出力を設定します。｢フィルムコンポーザを使用する｣

を参照してください。

2DとFMS 画像の収集を印刷する

2DまたはFMS画像の選択を印刷するには、以下の手順に従ってください：

1 Ctrlを押しながらクリックして、画像を選択します。 

2 次のいずれかを実行します：

全般 このタブは画像についての重要なデータ（該当する場合は線量計の測定値を含む）をま
とめています。

DICOM このタブは DICOM タグで分類されている、詳細な画像属性を表示します。 

警告：印刷画像サイズは選択されたFilm Composerテンプレートにより異な
ります。印刷されたページから測定しないでください。

ヒント：以下の方法で印刷することもできます：

 患者ブラウザまたはダッシュボードで、 エクスポート アイコングループから

 を選択します。

 画像表示ワークスペースまたは暗室 モードで、  ツールバーから,  
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 患者ブラウザまたはダッシュボードで、 エクスポート アイコングループから  を選

択します。

 画像表示ワークスペースで、  ツールバーから,  を印刷アイコングループから

選択します。

Film Composer ウィンドウが表示されます。

3 Film Composer を使用して、最終的な印刷出力を設定します。｢フィルムコンポーザを使用す

る｣を参照してください。

画像表示ワークスペースのスナップショットを印刷する

画像表示ワークスペースのすべての画像のスナップショットを印刷するには、以下のステップに

従ってください：

1  共有ツールバーにある、エクスポートアイコングループで、  を選択します。

Film Composer ウィンドウが表示されます。

2 Film Composer を使用して、最終的な印刷出力を設定します。｢フィルムコンポーザを使用す

る｣を参照してください。

フィルムコンポーザを使用する

フィルムコンポーザは、Trophy Imagingとは切り離されたコンポーネントで、印刷テンプレートに

アクセスするためにインストールする必要があります。 Film Composer 印刷出力を構成すること

ができます。1つまたは複数の画像を印刷する時に自動的に起動します。

フィルムコンポーザ のテンプレートは配置フレーム内に｢最良フィット｣または 1：1 として画像

を拘束します。従ってプリント画像の寸法は使用されるテンプレートによって変化します。

Film Composerの使用に関する詳細は、 Film Composerオンラインヘルプを参照してください。

画像をインポートおよびエクスポートする

Trophy Imagingは画像をインポート/エクスポートする方法をサポートします。たとえば：

 ドラッグアンドドロップ。個々の画像はJPEGファイルとしてエクスポートされます。

 メニューを右クリックするオプション

 ツールバーのアイコン

画像をインポート/エクスポートするアイコンを見つけることができます：

 患者ブラウザまたはダッシュボードで、インポートとエクスポートアイコングループ：

ヒント：患者ブラウザまたはダッシュボードで、選択したアイテムの１つを
右クリックして、印刷をクリックします。
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 画像表示ワークスペースまたは暗室モードで、  共有ツールバーの インポートとエ

クスポートアイコングループ： 

アイコンの下隅にある三角形は、それがアイコングループのメンバーであることを示しています。

｢アイコングループを使用する｣を参照してください。

画像をインポートする

患者カードを作成した後、画像を取得、または患者と関連付けされている既存の画像をインポート

する必要があります。画像を取得するには、画像取得 ツールバーを使用します。 ｢取得ツールバー

を使用して画像を取得する｣を参照してください。

画像をインポートするアイコンは以下で使用可能です：

 患者ブラウザまたはダッシュボードで、インポート アイコングループの中。 

 画像表示ワークスペースまたは暗室モードで、  共有ツールバーの中。

前提条件： 

 患者ブラウザ スタンドアロンモードで、患者リストの患者を選択します。選択した患者の

画像サムネイルがすべて 患者履歴に表示されます。

 DPMSから、Trophy Imagingを検索します。

現在の患者の名前がTrophy Imagingのタイトルバーに表示されます。

画像をインポートするには、次のステップに従います：

1 インポートアイコングループから、  を選択します。

ファイルをインポートウィンドウが表示されます。

2 フォルダをインポートウインドウで、インポートしたい 画像を含むフォルダを参照します。

3 インポートしたい 画像を選択し、 開くまたはOKをクリックします。 

選択したファイルはインポートされ、患者履歴で表示されます。

DICOM 画像をインポートする

Dicomdir ファイル構造に保管されている場合、フラッシュドライブまたは DVD など、リムーバブ

ルメディアから画像をインポートできます。

画像をインポートするアイコンは以下で使用可能です：

 患者ブラウザまたはダッシュボードで、インポート アイコングループの中。 

注記：数多くの画像をインポートする場合は数分かかります。選択した画像
がすべて患者履歴に表示されるまでお待ちください。
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 画像表示ワークスペースまたは暗室モードで、  共有ツールバーの中。

前提条件： 

 患者ブラウザ スタンドアロンモードで、患者リストの患者を選択します。選択した患者の

画像サムネイルがすべて 患者履歴に表示されます。

 DPMSから、Trophy Imagingを検索します。

現在の患者の名前がTrophy Imagingのタイトルバーに表示されます。

DICOMDIRをインポートするには、次のステップに従います：

1 インポートアイコングループから、  を選択します。 

開く ウィンドウが表示されます。

2 インポートダイアログボックスで、インポートする DICOMDIR ファイルを選択し、開くをク

リックします。 

DICOMDIR ファイルの内容を示す DICOMDIR 表示ウィンドウが表示されます。

3 開くウインドウで、インポートしたい 画像を含むフォルダを参照します。

4 インポートしたい 画像を選択し、 開くまたはOKをクリックします。 

選択したファイルはインポートされ、患者履歴で表示されます。

インポートを開始すると、画像を特定の患者ファイルにインポートするか確認を求められます。

5 インポートを続行する場合は OK をクリックします。

A 画像をインポートしている患
者カードの名前。

B DICOMDIR ファイル内の患

者名。

C DICOMDIR ファイル内の選

択済み患者名 （B） の画像サ

ムネイル。

D インポートボタン (画像サム

ネイル (C) を選択するまで灰

色表示)。

重要：インポートされた画像が正しい患者に関連していることを確認してく
ださい。
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画像をエクスポートする

コンピュータまたはネットワーク上のフォルダに画像をエクスポートしたり、E-Mail で他のメー

ルアドレス宛に画像を送信したりできます。

画像をエクスポートするアイコンは以下で使用可能です：

 患者ブラウザまたはダッシュボードで、エクスポート アイコングループで。 

 画像表示ワークスペースまたは暗室モードで、  共有ツールバーの エクスポートア

イコングループで。

フォルダまたは E-Mail へ画像をエクスポートする

前提条件： 

 患者ブラウザ スタンドアロンモードで、患者リストの患者を選択します。選択した患者の

画像サムネイルがすべて 患者履歴に表示されます。

 DPMSから、Trophy Imagingを検索します。

現在の患者の名前がTrophy Imagingのタイトルバーに表示されます。

画像をエクスポートするには、次のステップに従います。

1 Ctrlを押しながらクリックして、エクスポートしたい画像を選択します。

2 次のいずれかを実行します：

 患者ブラウザまたはダッシュボードで、エクスポート アイコングループで：

 画像を E-Mail で送信するには、  を選択します。E-Mail によるエクスポートウィ

ンドウが開きます。

 画像をフォルダに保存するには、  を選択します。名前をつけて保存ウィンドウ

の、あて先フォルダで、  をクリックしてフォルダを参照します。

 画像表示ワークスペースまたは暗室モードで、  共有ツールバーで： 
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 画像を E-Mail で送信するには、  をクリックします。E-Mail によるエクスポート

ウィンドウが開きます。

 画像をフォルダに保存するには、  を選択します。名前をつけて保存ウィンドウ

の、あて先フォルダで、  をクリックしてフォルダを参照します。

3 下の形式タイプを元に以下のドロップダウンリストから選択します :

 画像タイプ 

 モデルタイプ

現在の形式を維持

すべての処理情報を維持した Trophy Imaging ファイル形式。

重要：この形式で保存したファイルは、Trophy Imaging バージョ
ン 8 でのみ使用できます。Trophy Imaging バージョン 8 へのア
クセスがない相手にエクスポートしようとする場合は、別の画像
タイプを選択することをお勧めします。

プレゼンテーション用
他の DICOM 対応のアプリケーションで使用可能な読み取り専
用形式。 

BMP、JPEG、TIFF、PNG
標準的なグラフィックス形式。

重要：これらの形式には、正確な測定機能がないため、診断目的に
使用することはできません。

現在の形式を維持

すべての処理情報を維持した Trophy Imaging ファイル形式。

重要：この形式で保存したファイルは、Trophy Imaging バージョ
ン 8 でのみ使用できます。Trophy Imaging バージョン 8 へのア
クセスがない相手にエクスポートしようとする場合は、別の画像
タイプを選択することをお勧めします。

STL、PLY 標準的な 3D 形式。
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4 名前を付けて保存また電子メールで送信ウィンドウが開いている場合は、以下のオプション
を １ つまたは複数選択することも可能です。

5 次のいずれかを実行します：

 画像を E メールで送信する場合は、E メールで送信をクリックします。新しい E メール

が、デフォルトの E メールアプリケーションで作成され、エクスポートした画像がその E
メール に添付されます。

 フォルダに保存する場合は、アイテムを保存をクリックします。

DICOMDIR にエクスポート

DICOM形式の画像をDICOMサーバー以外のポータブルメデイア（フラッシュドライブ、メモリー

カード、DVD、等）にエクスポートできます。 

画像をエクスポートするアイコンは以下で使用可能です：

 患者ブラウザまたはダッシュボードで、エクスポート アイコングループで。 

 画像表示ワークスペースまたは暗室モードで、  共有ツールバーのエクスポートアイ

コングループで。

前提条件： 

 患者ブラウザスタンドアロンモードで、患者リストの患者を選択します。選択した患者の

画像サムネイルがすべて患者履歴に表示されます。

 DPMSから、Trophy Imagingを検索します。

現在の患者の名前がTrophy Imagingのタイトルバーに表示されます。

アイテムを圧縮

選択したフォルダには、エクスポートした画像ファイルを含む
zip 形式のファイルが作成されます。 

その zip ファイルに名前を指定する必要があります。

図と注釈を含む

選択すると、描画、測定、または他の目に見えるオーバーレイ要
素と共に画像が保存されます。 

画像が DICOM として保存されると、注釈も保存されます。注釈
は BMP、JPEG、TIFF、または PNG 形式では保存することがで
きません。これはモデルタイプには適用されません。

フォルダに表示
（このオプションは E メールで送信する場合は使用不可）選択す
ると、エクスポートした画像が保存されたフォルダの中身を示す
Windows Explorer ウィンドウが開きます。

注記： このボタンはエクスポートフォルダを指定するまで、灰色表示になっ
ています。

注記：DICOM形式の画像をエクスポートする先のフォルダは空にしておかな
ければなりません。
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DICOMDIRをエクスポートするには、次のステップに従います：

1 Ctrlを押しながらクリックして、エクスポートしたい画像を選択します。

2 エクスポートアイコングループから、  を選択します。 

DICOMDIRエクスポートウィンドウが開きます。

3 あて先フォルダフィールドで、以下のいずれか1つを行います：

 画像をエクスポートしたいフォルダのフルパス名を入力します。

  をクリックしてフォルダを参照します。 

4 エクスポートしたデータが保存されているフォルダの内容を表示するには、フォルダに表示
を選択します。

5 エクスポート をクリックします。

ボリュームコンバータを使用して3D画像をエクスポートする

ボリュームコンバータを使用して、別の形式で3D ボリュームをエクスポートします。

ボリュームをエクスポートするには、これらのステップに従います：

1 ボリュームを選択します。

2 それを右クリックして、コンバート先を選択します。 

ボリュームコンバータ ウィンドウが表示されます。 

このウィンドウで使用可能なオプションの使用に関する情報は、Trophy 3D Imaging ユーザー

ガイドを参照してください。

注記：選択したフォルダは空でなければなりません。

注記：このボタンはエクスポートフォルダを指定するまで、灰色表示になっ
ています。

注記：ボリュームコンバータを使用して画像をエクスポートするには、コン
ピュータに Trophy 3D Imagingがインストールされている必要があります。 
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ドラッグアンドドロップを使用して画像をインポート/エクスポート
する

専用のインポートおよびエクスポート機能に加えて、ドラッグアンドドロップはTrophy Imaging

へ画像をコピーしたりコピーを取り出す迅速な方法です。ドラッグアンドドロップ は、開いた 2

つのソフトウェアアプリケーションの間で項目をコピーする方法を説明した一般的な用語です。

ドラッグアンドドロップを使用すると以下の操作が可能です：

 画像のフォルダからインポート。｢ドラッグアンドドロップを使用して画像をインポート

する｣を参照してください。

 画像を JPEG ファイルとしてフォルダへエクスポート。｢ドラッグアンドドロップを使用

して画像をエクスポートする｣を参照してください。

 Microsoft Office ドキュメントへ画像を追加

 画像を E-Mail に添付。

ドラッグアンドドロップを使用するには、ソースとあて先のアプリケーションの両方がデスク

トップではっきりと見えるように確認し、次にTrophy Imagingの画像ファイルなどのアイテムを

クリックして、あて先のアプリケーションのウィンドウにドラッグします。

あて先のアプリケーションがドラッグアンドドロップをサポートする場合、マウスボタンをリ

リースすると、画像はJPEG画像としてそのアプリケーションウィンドウにドロップされます。

ドラッグアンドドロップを使用して画像をインポートする

画像をドラッグアンドドロップして、画像を以下のファイル形式の1つでTrophy Imagingにイン

ポートできます。

 DICOM

 BMP

 JPEG

 TIFF

 PNG

 STL

 PLY

また、Microsoft Office ドキュメントやテキストファイルなど、他のサポートされているファイル患

者履歴にドロップアンドドロップすることもできます。これらのドキュメントの1つを患者履歴で

開けると、ドキュメントは関連するソフトウェアアプリケーションで開きます。

画像をTrophy Imagingにドラッグアンドドロップするには、以下のステップに従います：

1 Windows Explorer を起動してインポートしたい画像が含まれるフォルダを開きます。

2 Windows Explorer とTrophy Imagingウィンドウを必要に応じてサイズ変更することによりデ

スクトップに表示されるようにしてください。
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3 Windows Explorerdeで、画像ファイルをクリックして、マウスボタンを押し下げながらマウス

ポインターをTrophy Imagingの患者履歴 （患者ブラウザ とダッシュボード）または画像ギャ

ラリー （画像表示ワークスペースと暗室モード）の上にドラッグします。 

マウスポインターが  に変わりコピーができることを示します。

4 リリースすると、画像をドロップします。

ドラッグアンドドロップを使用して画像をエクスポートする 

画像を患者履歴 （患者ブラウザ と ダッシュボード）または画像ギャラリー （画像表示ワークス

ペースと 暗室モード）からMicrosoft アプリケーション（Wordなど）にドラッグアンドドロップし

ます。

これ以外にエクスポートオプションをもっと使用して画像をエクスポートする必要がある場合、

「画像をエクスポートする」を参照してください。

画像をエクスポートするには、次のステップに従います。

1 患者履歴または画像表示ワークスペースで、次のいずれかを行います：

 MIcrosoft Office ドキュメントにエクスポートするにはコピーしたい画像をクリックして

開いている Microsoft Officeアプリケーションにドラッグします。 

 画像を E-Mail に添付するには、E-Mail アプリケーションを開いて新しい E-Mail を作成しま

す。患者履歴 または画像表示ワークスペースで、コピーしたい画像をクリックして開いて

いる E-Mail にドラッグします。 

 コンピュータのフォルダに画像をエクスポートするには、 Windows Explorerを開いてあて

先フォルダを表示します。患者履歴または画像表示ワークスペースで、エクスポートした

い画像をクリックして開いているWindows Explorerウィンドウにドラッグします。 

重要：画像をドラッグアンドドロップすると、あて先アプリケーションで
JPEGファイルに変換されます。

注記：ドラッグアンドドロップ操作中に、マウスポインターが  に変わる
場合、画像をドロップしようとしているアプリケーションはこの方法で画像
ファイルを処理できないことを意味します。

注記：
 E-Mail アプリケーションがドラッグアンドドロップに対応している場合、画像

は JPEG 添付ファイルとして E-Mail に添付されます。
 この方法は、ウェブベースの E-Mail アプリケーションには使用できません。

注記：画像ファイルのためのJPEGファイル名は、Trophy Imagingで使用さ
れる内部のファイル名です。
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画像を文書にドロップする準備ができるまでマウスボタンから手を離さないでください。画

像をドラッグすると、マウスポインターが  に変わります。

2 マウスポインターをあて先ドキュメントの上に置いたら、マウスボタンを離してください。 

選択された画像がフォルダに JPEG ファイルとしてドロップされます。 

放射線ログを使用する

Trophy Imagingで取得するすべての画像に対して患者および照射データ(放射線ログは各X線画像

で患者が受ける計算線量を含む)を記録します。放射線ログは使用前に基本設定ウィンドウでアク

ティブにする必要があります。｢Trophy Imagingの基本設定を設定する｣を参照してください。

以下で放射線ログに保存された情報を検索できます。ページ 47 の｢画像表示ワークスペースまた

は暗室モードで画像を保存する｣を参照。

放射線ログに記録される情報

 画像取得日

 患者名

 生年月日

 患者の妊娠

 画像タイプ(口腔内、パノラマ、頭部計測)

 最終X線撮影画像の日付

 画像取得システム名

 治療情報

 取得画像の KV 設定

 取得画像の mA 設定

 取得画像の照射時間(ミリ秒)

 取得画像の計算線量

2 つのケースがあります :

線量情報 ( 画像に存在する ) 

以下の画像タイプの Carestream の X 線システムを使用する場合、線量が自動的に計算されま

す：

 セファロ

 パノラマ

 3D( 線量は読み取りのみ可能 )



116

画像取得データ ( 画像には線量がありません )

口腔内画像の場合、放射線ログに追加するために画像取得データを入力する必要があります。ソ

フトウェアはログのための追加情報を要求します。このデータが提供されない場合、リマインダ

ウィンドウが表示されて、このデータの提供をプロンプト表示します。必要な情報が入力される

までこのウィンドウを終了できません。

注記：口腔内 X 線システムの場合は、手動で線量を計算する必要がありま
す。

注記： 画像取得中に画像が拒否される場合は、放射線ログが更新されません。 

画像がある患者から別の患者に割り当てられる場合、放射線ログは更新され

ません。 

注記： これらにイベントは手動で追跡します。
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9 Trophy Imagingの基本設定を設定する 

基本設定 ウィンドウは  アイコンをクリックするとアクセスでき、 以下の一連の Trophy

Imaging の設定を構成することができます。

一連の基本設定を終了した場合、以下のオプションがあります：

 別の基本設定アイコンをクリックして変更を継続します。変更は保持されていますが、ま

だ保存されていません。

 OK をクリックすることにより、変更を保存して 基本設定ウィンドウを閉じます。

 キャンセルをクリックすることにより、未保存の変更をキャンセルして基本設定ウィンド

ウを閉じます。

「全般設定」

「イメージングの設定」

「3D ビュー設定」

「基本設定の保存」

「画像処理の設定」： 

 「RVG 処理の設定」

 「パノラマ画像処理の設定」

 「頭部計測画像処理の設定」

 「CR 口腔内画像処理の設定」

 「CR パノラマ画像処理の設定」

 「CR 頭部計測画像処理の設定」

「印刷設定」

「テンプレート設定」

「放射線ログ設定」

「サービス設定」

重要：基本設定ウィンドウが開いている場合、ソフトウェア内のその他のタ
スクを実行することはできません。最初にキャンセルまたはOKをクリック
して終了する必要があります。
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全般設定 
Trophy Imaging の 全般 設定を行うには、以下のステップに従います：

1 システムアイコンで  をクリックします。

基本設定ウインドウが表示されます。

2  をクリックします。

3 以下の設定を構成します。

4 OK をクリックしてウィンドウを閉じ、変更を保存します。

言語 ドロップダウンリストから、ソフトウェアで使用する言語を選択します：

ヘルプに使用する言語 ドロップダウンリストから、  を Trophy Imagingでクリックすると

表示される情報の中から、言語を選択します。

担当歯科医の名前 テキストフィールドの横の  をクリックし、担当歯科医の名前の詳

細を入力します。

ステーション名 ワークステーション名を入力します。

部門名 部門名を入力します。

機関名  をクリックして機関名を選択します。

プラクティスロゴ
画像枠をクリックして、プラクティスロゴの画像ファイルについてコン
ピュータで参照します。このロゴは印刷された画像上に表示されます。
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イメージングの設定 
これらの環境設定により、画面で画像が表示される方法およびソフトウェアが起動したときに表

示される内容をコントロールするパラメータを設定することができます。

イメージング の設定を行うには、以下のステップに従います：

1 システムアイコンで  をクリックします。

基本設定ウインドウが表示されます。

2  をクリックします。

3 以下の設定を構成します。

4 OK をクリックしてウィンドウを閉じ、変更を保存します。

画像オーバーレイカラー 画像のためにテキスト情報オーバレイのカラーを選択します。

歯式方式 ADA（米国） または FDI（欧州）のいずれかを選択します。

内側から外側を見る

選択して、患者の口の内側から見るX線画像をすべて見ます。 

画面の画像の左側が患者の左側に対応します。 

このオプションが選択されないと、画面の画像の左側が患者の右側に
対応します。患者の頭の右側の臼歯が画面の左側に表示されます。

青色フィルタ
すべての画像に青色の色合を適用し、画像が従来の X 線画像の外観に

なります。

テストパターンをモニタ

選択して、ある特定の日に、 Trophy Imaging を初めて起動したテスト

パターンを見ます。

テストパターンを使用して、放射線画像を正しくレンダリングするよ
うに、コンピュータのモニターのキャリブレーションを行います。 

画像にブランドのロゴを
表示

選択すると、 画像表示ワークスペース または 暗室 モードで画像を表

示した時の、装置のブランドのロゴを表示します。 

線量計を新しく取得され
た画像に表示

使用可能な場合は、選択して新たに取得した画像の線量値を見ます。 

注記： 新しい画像が保存されると、線量インジケータは画像オーバレ

イに表示されなくなります。 ｢画像情報ウィンドウを表示します。｣を

参照してください。

画像にキャリブレーショ
ンインジケータを表示

選択して画像のキャリブレーション画像を見ます。 ｢システムが作り

出す画像のオーバーレイ｣を参照してください。

すべての警告メッセージ
をリセット

このボタンを選択して、すべての警告メッセージの設定をリセットし
ます

デフォルトのプログラム
を選択する 

Trophy モデルで、 Trophy Restore、 CAD および 3D ファイルについて

は、 デフォルトのプログラムを選択して、ドロップダウンリストから

これらのファイルを開きます。
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3D ビュー設定 
3D ビュー設定で、以下の設定を構成して性能を最適化できます :

 3D レンダリング優先度を設定します。

 シェーディングを可能にします。

 レンダリング技術を選択します。

3D の設定を行うには、以下のステップに従います：

1 システムアイコンで  をクリックします。

基本設定ウインドウが表示されます。

2  をクリックします。

3 以下の設定を構成します。

4 適用、次に OK をクリックして、ウィンドウを閉じ、変更を保存します。 

注記：アプリケーションを再起動すると、変更が適用されています。

ソフトウェア性能の優先度を
設定するには

レンダリング優先度を選択します：

 高速度用のレンダリング速度。

 中間速度用の速度 / 品質バランス。

 低速度だが良品質画像用のレンダリング品質。

3D ビュー画面でシェーディ
ングをアクティブまたは非ア
クティブにするには

シェーディングをクリックします。
注記：最良の画像結果を得るためには、必ずシェーディングを選択
してください。
スクリーンショットを撮影するには。

コンピュータ性能にマッチ

する 3D レンダリングオプ

ションを選択するには

所望するレンダリング技術から以下の内の 1 つを選択します

ドロップダウンリスト :
強化ハードウェアにより加速するレンダリング
ソフトウェアレンダリング
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基本設定の保存 
保存 の設定を行うには、以下のステップに従います：

1 システムアイコンで  をクリックします。

基本設定ウインドウが表示されます。

2  をクリックします。

3 以下の設定を構成します。

4 OK をクリックしてウィンドウを閉じ、変更を保存します。

画像処理の設定 
画像処理 の設定はこれらの別のタブで表示されます：

 「RVG 処理の設定」

 「パノラマ画像処理の設定」

 「頭部計測画像処理の設定」

 「CR 口腔内画像処理の設定」

 「CR パノラマ画像処理の設定」

 「CR 頭部計測画像処理の設定」

画像の修正を自動的に保
存します

画像に変更や修正を行うことを選択すると、画像は、その作業中に自動
的に保存されます。

新しい画像を自動的に保
存します

新しい画像を手動による許可なしで保存されるように選択します。 

このオプションは新規に取得された画像のみに適用され、インポート
された画像には適用しません。 

新しい画像を自動的に保
存します

患者記録を最後に閉じた時の表示が、画像表示ワークスペース 同じ患

者記録に自動的に現れなければならないように選択します。 

このオプションが選択されていないと、画像表示ワークスペースを開
いたときにどの患者の画像も表示されません。

画像のコピーを自動的に
保存します

患者の画像を作成、修正、インポートするために、患者の画像ディレクト
リ内のサブフォルダーとしてコピーが作成されるように選択します。 

また、画像のコピーのためのファイル形式を選択できます。
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RVG 処理の設定 

 処理 の設定で、 RVG 処理の設定を設定できます。

取得基本設定

シンクロ・リンクがインストー
ルされました

CCXシンクロ・リンクとタイマーをインストールするように選択しま

す。シンクロタイマがオンとなり照射がいつでも可能な場合、画像取
得アイコンは永久的に緑色に表示されます。 

同期化リンクを使用する場合、特定のハードウェアに適切なステップ
に従います： 

 RVG5 センサーをご使用の場合、CCX リンクはコンピュータの RVG 
USB ボックスまたは RVG PCI カードに直接プラグインします。 

 RVG 5x00 または RVG 6x00 センサーをご使用の場合、CCX リン

クはコンピュータの USB ポートのうちの 1 つに接続します。X 線
ジェネレーターとコンピュータの間に特定のCCX デバイスをイン

ストールし、USB へのリンク 形式を変換する必要があります。 
いったんCCX ハードウェアがインストールされてオプションが選択

されると、 Trophy Imaging に以下の変更が施されます。 

 RVG X線アイコンが緑色に設定されます。 
 RVG 画像取得はＸ 線により起動されます。コンピュータの画像

ウィンドウ。 
 RVG5x00/6x00 センサー をクリックすると、 FMSを使用していな

い限り、キャプチャされた画像の方向を変更できます。このボタン
をクリックすると、アクティブセンサーも変わります。

RVG Ultimate+ センサーを手動

接続するボタンを表示

このオプションを選択すると、追加ボタンを使用できるようになり、
RVG Ultimate+センサーをコンピュータに接続できます。

RVG5

ドロップダウンリストから、以下のオプションの内の 1 つを選択し

ます： 

高解像度 (HR): これはRVG5 センサーのデフォルトのモードです。最

大限のディテールで画像を取得するのに使用されます。 

高感度 (HS): この設定は画像をより少ないディテールで取得します

が、必要Ｘ線量もより少ないので、妊婦や小さな子供に推奨されます。

RVG シンクロファイルのため

のネットワーク共有フォルダ
パス：

RVG シンクロファイルを保存するために使用される場所を設定し

ます。 

 をクリックして、異なる場所を参照し選択します。
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画像取得の設定

画像処理設定

ここで使用可能なオプションは、システムに接続されている RVG 画像取得ハードウェアに従い変

化します。これまでに Carestream Imaging ソフトウェアを画像分析ツールとして使用していた

場合、これらの設定は自動的に Trophy Imagingに保管されます。

コントロールパネル ｢画像処理ツールを使用する｣を参照してください。の画像処理ツールを使用

して、RVG画像の画像取得後のコントラスト設定を調整することもできます。

シャープネスフィルター

画像のディテールで、コントラストが向上するように選択します。 

注記： シャープネス フィルタのオプションは、フィルタの組み合わせ

を適用する場合は、画像上で無効になります。 ｢ヒストグラムを使用す

る｣を参照してください。

解剖学的モード

ドロップダウンリストから、以下のオプションの内の 1 つを選択し

ます： 

ペリオ: 歯周組織表示を最適化します。 

エンドゥ: 管および歯根を表示するためのコントラスト値を最適化し

ます。 

象牙質エナメル質堺：更に高い放射線不透過性組織(歯冠、エナメル象

牙質接合部および歯根)のコントラスト値を強く強調します。このモー

ドはカリエスまたは患部を明瞭に表示します。

RVG Access II /RVG Ultimate II

ドロップダウンリストから、以下のオプションの内の 1 つを選択し
ます：

 6500 コントラスト
 最適化コントラストとシャープネス
 より高いシャープネス
これらのオプションは、RVGセンサーの処理構成と同様でなければな
りません。

RVG Element/RVG Ultimate+ ドロップダウンリストから、適切なシャープネスフィルタの強度を選
択します。

RVG Exclusive のお気に入りの
選択およびカスタマイズ  をクリックして、 Trophy Adapt Libraryから、お気に入りのフィ

ルタを構成、選択します。
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パノラマ画像処理の設定 

 この 処理 タブを使用して（個々の画像にフィルタを適用する代わりに） パノラマ 画像取得

のためのデフォルト設定を構成します。

頭部計測画像処理の設定 

 この処理タブを使用して（個々の画像にフィルタを適用する代わりに）頭部計測画像取得の

ためのデフォルト設定を構成します。

画像取得の設定

シャープネスフィルター

画像のディテールで、コントラストが向上するように選択します。 

注記： シャープネス フィルタのオプションは、フィルタの組み合わせ

を適用する場合は、画像上で無効になります。 ｢ヒストグラムを使用

する｣を参照してください。

シャープネスフィルタの強度

ドロップダウンリストから、適切なシャープネスフィルタの強度を選
択します。 

イーサネット・パノラマ画像を扱う場合は、このオプションを使用し
ます。

コントラストモード

ドロップダウンリストから、以下のオプションの内の 1 つを選択し

ます：

 リニア: より柔らかいトーンで画像を表示します（鋭いコントラス

トなし）。

 最適化されたコントラスト：コントラストを最適化し、画像のディ
テールをシャープにします。

 強力なコントラスト：強力な最適化されたコントラストを適用し
ます。

お気に入りの選択およびカスタ
マイズ

 をクリックして、 Trophy Adapt Libraryから、お気に入りのフィ

ルタを構成、選択します。

コントラストモード

ドロップダウンリストから、以下のオプションの内の 1 つを選択し

ます：

 リニア: 画像強化フィルタなしで画像を表示します。

 最適化されたコントラスト：コントラストを最適化し、画像のディ
テールをシャープにします。

 骨密度：骨密度の分析のためにコントラストを最適化します。

 エッジ：エッジを識別するためにコントラストを最適化します。

骨密度フィルタの強度
パノラマ画像取得装置の中には、骨密度フィルタの強度を選択する必
要があるものもあります。

エッジフィルタの強度
パノラマ画像取得装置の中には、骨密度フィルタの強度を選択する必
要があるものもあります。

お気に入りの選択およびカスタ
マイズ

 をクリックして、 Trophy Adapt Libraryから、お気に入りのフィ

ルタを構成、選択します。
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頭部計測画像True Size キャリブレーション

CR 口腔内画像処理の設定 

 処理 の設定で、 CR 口腔内 の取得デフォルトを設定できます。

CR パノラマ画像処理の設定 

 処理 の設定で、 CR パノラマ の取得デフォルトを設定できます。

拡大係数
デフォルトのズーム係数を指定して、頭部計測画像を印刷します。原
寸大サイズには 1 を入力します。

シャープネスフィルター

画像のディテールで、コントラストが向上するように選択します。 

注記： シャープネス フィルタのオプションは、フィルタの組み合わせ

を適用する場合は、画像上で無効になります。 ｢ヒストグラムを使用

する｣を参照してください。

解剖学的モード

ドロップダウンリストから、以下のオプションの内の 1 つを選択し

ます： 

 ペリオ: 歯周組織の表示を最適化し、放射線透過性の組織に含まれ

る情報を検索します。歯周領域のみが効果的に表示されると、デジ
タル画像は一般により白くなります。 

 エンドゥ: グレースケール全域のコントラスト値を最適化して根

管および歯根部のコントラストを増強します。同時に画像全体の
コントラストが良くなります。 

 象牙質エナメル質堺：高い放射線不透過性組織(歯冠、エナメル象牙

質接合部および歯根)のコントラスト値を強く強調します。この

モードはカリエスまたは患部を明瞭に表示します。

シャープネスフィルター

画像のディテールで、コントラストが向上するように選択します。 

注記： シャープネス フィルタのオプションは、フィルタの組み合わせ

を適用する場合は、画像上で無効になります。 ｢ヒストグラムを使用

する｣を参照してください。

コントラストモード

ドロップダウンリストから、以下のオプションの内の 1 つを選択し

ます：

 リニア: 画像強化フィルタなしで画像を表示します。

 最適化されたコントラスト：コントラストを最適化し、画像のディ
テールをシャープにします。

 強力なコントラスト：フィルタのエッジのシャープネスを増加し
ます。

注記：頭部計測トレースエディタを起動するには、テンプレートの設定タブに
アクセスします。 ｢テンプレート設定｣を参照してください。
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CR 頭部計測画像処理の設定 

 処理 の設定で、 CR 頭部計測 の取得デフォルトを設定できます。

印刷設定 
Trophy Imaging の 印刷 設定を行うには、以下のステップに従います：

1 システムアイコンで  をクリックします。

基本設定ウインドウが表示されます。

2  をクリックします。

3 以下の設定を構成します。

4 OK をクリックしてウィンドウを閉じ、変更を保存します。

コントラストモード

ドロップダウンリストから、以下のオプションの内の 1 つを選択し

ます：

 リニア: 画像強化フィルタなしで画像を表示します。

 最適化されたコントラスト：コントラストを最適化し、画像のディ
テールをシャープにします。

 骨密度：骨密度の分析のためにコントラストを最適化します。

 エッジ：エッジを識別するためにコントラストを最適化します。

骨密度フィルタの強度
ドロップダウンリストから、骨密度を分析するためにデフォルトのコ
ントラストを選択します。

エッジフィルタの強度
ドロップダウンリストから、頭部計測画像のエッジ強調度を指定し
ます。

印刷テンプレートを選択

画像を印刷する場合、ドロップダウンリストから、 Film Composer に
適用されるテンプレートを選択します。 

注記：  をクリックして、デフォルトのテンプレートを非選択状態

にする際の、テンプレートに関する重要な警告を読みます。

印刷ページレイアウト

最適化された印刷レイアウト Trophy Imaging で、印刷が自動的に最適化されるように選択します。

1 ページあたり 1 画像： 別々のページにそれぞれの画像を印刷するように選択します。

印刷 FMS

FMS および各口腔内画像の印

刷（複数ページ）
各 FMS とそのコンポーネントの画像を別々のページに印刷します。

FMS を 1 ページに印刷 １ページに FMS を印刷するように選択します。

背景カラーの印刷
ドロップダウンリストから、印刷されたページの背景カラーを選択し
ます（黒、 白 または グレー）。デフォルトのカラーは 白です。
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テンプレート設定 
Trophy Imaging の テンプレート 設定を行うには、以下のステップに従います：

1 システムアイコンで  をクリックします。

基本設定ウインドウが表示されます。

2  をクリックします。

3 以下の設定を構成します。

4 OK をクリックしてウィンドウを閉じ、変更を保存します。

FMS テンプレートのパス  をクリックして、 FMS テンプレートファイルの保管場所を

変更します。

FMS 画像の比率

FMS テンプレート内での画像の表示方法についてのデフォル

ト設定を構成するように、以下のオプションのうち1つを選択し

ます。

 画像をフレームまで広げる 
画像を広げてフレームに合わせます。より大きなセンサー/CR 
プレート用のフレームに画像を取得するためにより小さなセ
ンサー/CR プレートを使用する場合、歪んだ解剖外観になる場

合があります。

 サイズの相対的比率 
ウィンドウサイズに合わせて画像を拡大・縮小します。本オプ
ションはセンサ/CR プレートの相対サイズで取得された画

像を表示します。フレームに画像を伸縮オプションが選択さ
れている場合、 FMS が実際より小さく表示される場合があ

ります。

FMS エディタ

クリックすると、 FMS エディタが開いて、既存のテンプレートの

管理、テンプレートの作成が可能になります。 ｢FMS を使用する｣

を参照してください。

CEPHトレーステンプレートの

パス
 をクリックして、頭部計測トレースのテンプレートファイル

の保管場所を変更します。

トレースエディタ

クリックすると、頭部計測トレースエディタが開いて、自動ト
レースのカスタマイズとご自身の頭部計測トレースのテンプ
レートを定義できます。｢トレースエディタを使用する｣を参照
してください。

カスタムプリセットのパス  をクリックして、カスタマイズされたプリセットファイルの

保管場所を変更します。

お気に入りプリセットのパス  をクリックして、お気に入りプリセットファイルの保管場所

を変更します。
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放射線ログ設定

Trophy Imaging の 放射線ログ 設定を行うには、以下のステップに従います：

1 システムアイコンで  をクリックします。

基本設定ウインドウが表示されます。

2  をクリックします。

3 以下の設定を構成します。

放射線ログをアクティベートし
ます：

放射線データのログ記録を開始するためのチェックボックスを
選択します。

口腔内ジェネレータ

口腔内ジェネレータをドロップダウン・リストから選択するか、
ご自身のジェネレータを作成します。隣のフィールドで、キロボ
ルトおよびミリアンペアでジェネレータタイプと画像取得線量
計の値を指定します。

パノラマジェネレータ

パノラマジェネレータをドロップダウン・リストから選択する
か、ご自身のジェネレータを作成します。隣のフィールドで、キロ
ボルトおよびミリアンペアでジェネレータタイプと画像取得線
量計の値を指定します。

頭部計測ジェネレータ

頭部計測ジェネレータをドロップダウン・リストから選択する
か、ご自身のジェネレータを作成します。隣のフィールドで、キロ
ボルトおよびミリアンペアでジェネレータタイプと画像取得線
量計の値を指定します。

パス
放射線ファイルの場所を指定します。これはローカルフォル
ダまたは共有フォルダであり得ます。

放射線ログをすべてエクスポー
トします。

クリックすると、放射線ログ全体を指定された.csvファイルに

エクスポートします。.csvファイルを開けると、Microsoft Excel
のようなスプレッドシートで見ることができます。
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4 OK をクリックしてウィンドウを閉じ、変更を保存します。
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サービス設定 
Trophy Imaging サービス の設定を行うには、以下のステップに従います：

1 システムアイコンで  をクリックします。

基本設定ウインドウが表示されます。

2  をクリックします。

3 インプットサービスのパスワードを入力します。 

サービスは歯科医専用で、以下の患者と共有してはならないパスワードによって保護されて

います：2748。 

全般 設定が表示されます。

4 以下の設定を構成します。

5 OK をクリックしてウィンドウを閉じ、変更を保存します。

画像のローカライズ
選択すると、コンピュータの画像の位置を知ることができます。 
｢画像ファイルを検索する｣を参照してください。

起動時に患者リストを表示

スタンドアロンモードでソフトウェアを開けると、患者リストを
患者ブラウザで見ることができるように選択します。 

このオプションが選択されていないと、 患者リスト は空のまま

です。

患者カードおよび画像を削除
可能

患者カードおよび画像を削除できるように選択します。 ｢患者

カードを削除する｣を参照してください。

重要：患者カードおよび画像は永久に削除され、データの回復を
行わないと、取り戻すことはできません。 ｢データリカバリ｣を参

照してください。

画像の他の患者への割り当ての
許可

ユーザーが画像を別の患者に割り当てることを許可する場合に
選択します。｢画像や他のオブジェクトを別の患者に再び割り当
てる｣を参照してください。
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10 データのバックアップ 
データをバックアップするという用語は、予期しないコンピュータの故障に対する予防措置とし

て安全な場所に重要なデータをコピーすることを意味します。

通常のサービスをできるだけ早くリストアさせるために、リカバリプロセス中にバックアップさ

れたデータは修理されたコンピュータの特定の場所にリストアされます。

データをバックアップする 
Trophy Imaging の画像およびデータベースをバックアップするには、次のステップに従います:

1 Trophy Imagingコミュニティ内のコンピュータに入ります。

2 Windows システムトレイで  をクリックします。 

モニターパネルが表示されます。

3 CSDM Liteを、次に構成を取得を選択します。 

CSDM Liteアーカイブルートウィンドウ。

4 アーカイブルートのパスをバックアップメディアにコピーします。

データリカバリ 
予期しないコンピュータの故障や機能不良の場合、データリカバリはバックアップされている

データを修復されたコンピュータの特定の場所にリストアするプロセスで、通常のサービスをリ

ストアします。

このような状況に直面した場合、お近くのサポート代理店に連絡してデータリカバリで技術的な

支援を受けてください。

重要：Trophy Imaging データのすべてを定期的にバックアップする必要があ
ります。これについて技術的な支援を必要とする場合、最寄りのサポート代
理店に連絡してください。

注記：技術的な問題の後に患者履歴で取得画像を検索できない場合、コン
ピュータのハードディスクでこれらのフォルダの1つで元の画像のリカバリを
行うことができます。
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CSDM Liteを構成する

概要

Trophy Imaging はCSDM Liteを通じて画像データベースと患者リストを管理します。モニター と

呼ばれるアプリケーションで、CSDM Liteのステータスをチェックできます。モニター を使って次

のことができます：

 再起動 CSDM Lite。

 データベース フォルダーの位置を決定する。

 別のデータベース フォルダーを選択する。

モニターを開いてCSDM Liteをチェックする

コンピュータ デスクトップのシステム トレイで モニターを開くには、  をクリックします。

アイコンが表示されない場合は、  をクリックすると非表示のアイコンが現れます。

モニター パネルが表示されます(他のアプリケーションウィンドウの後ろに隠れている場合があ

ります)：

CSDM Lite が正しく実行され、機能していると、モニターのステータスカラムが緑色に表示され

ます。

CSDM Liteを再開する

CSDM Liteを再開するには、以下のステップに従います：

1 システムトレイの  をクリックすると、 モニター パネルが表示されます。

2 モニター パネルで、 CSDM Lite をクリックします。

ボタンのパネルが表示されます。

重要：この項は上級レベルのユーザー用です。詳細は技術担当者にご連絡く
ださい。
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3 ボタンのパネルで、 再開をクリックします。

CSDM Lite が停止してから再開します。

再開できると、モニターパネルにメッセージが表示されます。

データベース フォルダーの位置を決定する

データベース フォルダーの現在位置を決定するには、以下のステップに従います：

1 システムトレイの  をクリックすると、モニターパネルが表示されます。

2 モニター パネルで、 CSDM Lite をクリックします。

ボタンのパネルが表示されます。

3 ボタンのパネルで、構成を取得をクリックします。
モニターパネルにメッセージが表示され、データベース フォルダーの現在位置を知らせます。

別のデータベース フォルダーを選択する

別のデータベース フォルダを選択するには、以下のステップに従います：

1 システムトレイの  をクリックすると、モニターパネルが表示されます。

2 モニター パネルで、 CSDM Lite をクリックします。

ボタンのパネルが表示されます。

3 ボタンのパネルで、 構成設定をクリックします。

フォルダを選択ダイアログボックスが表示されます。

4 フォルダを選択ダイアログボックスで、画像データベースを配置するのに使用したいコン
ピューターのフォルダを探し、フォルダを選択ボタンをクリックします。

システムは再構成され、 モニター パネルにメッセージが表示されて、フォルダの選択を確認

します。
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11 お問い合わせ先

製造元の住所 

工場

Trophy

4, Rue F. Pelloutier, Croissy-Beaubourg

77435 Marne la Vallée Cedex 2, France

認定代理店

欧州共同体認定代理店

TROPHY
4, Rue F. Pelloutier, Croissy-Beaubourg

77435 Marne la Vallée Cedex 2, France

ブラジルの認定代理店

Representante no Brasil Carestream do Brasil Comércio e Servicos de Produtos 
Médicos Ltda 

Rua Romualdo Davoli, 65
1º Andar, Sala 01 - São José dos Campos
São Paulo - Brazil
CEP（郵便番号）：12238-577

EC REP
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